








 ◆安定した労使関係
日野自動車と日野自動車労働組合は、「会社は社員の労働条件に常に注意しその維持改善を図り、労働

組合は会社の経営権を尊重し会社と協力して生産の増強に努める」という労働協約を結んでいます。通常
の協議に加え、2017年度より新たに「労使懇談会」を開始。会社側役員と労働組合役員が一堂に会し、

「Challenge2025」の達成に向けた本音の話し合いをおこなっています。
さらに事業本部ごとに本部長が中心になって「本部別労使懇談会」を開催し、2019年度からはより小さ

い単位である「領域別・工場別労使懇談会」を開催。これらの活動は2020年度も継続開催し、2021年度
からは部署ごとに「職場懇談会」を実施するなど、現場の生の声を共有した上で課題や困り事をスピード
持って解決する話し合いの機会を設けています。

また日野グループとしては、各社の労働組合間をつなぐ「統一労使懇談会」を毎年開催しています。労働
環境や賃金など、さまざまなテーマで定期的に情報交換をおこなうことで、グループ全体で社会の激しい変
化に対応していくことを目的としています。

「労使懇談会」の様子 「労使懇談会」の様子 「領域別労使懇談会」の様子

 ◆多様な経験ができる制度の新設
日野自動車では、社員一人ひとりがキャリアプラン（実現したいこと）を考え、充実したワークライフを

実現できる環境を整備し、働き方の選択肢を増やすことで様々な働き方をサポートすることを目的とし、
2021年4月より副業許可制度を導入しました。

本制度は社員が自ら考え、希望するキャリアが実現しやすい環境を整えるだけではなく、経験を積むこと
でスキルアップを図り従業員の成長や本業への還元を促す事も考え方の一つであり、制度の浸透により社員
のワークライフバランスの更なる充実を目指しています。

・テレワーク規則の新設と制度の導入
2018年4月より仕事と育児・介護との両立支援として「在宅勤務制度」を導入しました。
2020年初頃からの新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、感染症対策の観点から事務技術職の約6,500

名に在宅勤務の対象を広げてまいりました。新型コロナウイルス感染症対策の観点だけではなく、時間と場
所に捉われず社員が能力を最大限に発揮できることを目的として、2020年10月に労使合意の元で「テレ
ワーク規則」を新設しテレワーク制度を導入・開始しました。
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1.企業経営の方向性の理解度向上 
経営層と社員との積極交流を図り、職場の使命、そして自分の果たすべき役割を理解してもらう

2.業務のやりがい向上 
人事システムの随時見直しなど、社員の計画的・段階的な能力育成を行い、モチベーション向上につなげる

3.職場の基盤強化  
職場環境、厚生施設整備など、社員が安心して働けるような環境づくりをおこなう
またコミュニケーション面においても社としての一体感を醸成する取り組みをおこなう

以上の3つの取組み状況を測る一つの指標として、社員満足度調査・分析を実施し、各職場・全従業員
との共有を通じて、継続的に安心して働けるための施策の企画、実行に役立てています。

● ES向上に向けた取り組み視点

 ◆ES（社員満足度）向上に向けた取り組み
業務内容、企業風土、職場環境、人間関係など、社員が満足できる条件や環境で働くことは、日常業務に

対する動機づけにもつながります。日野自動車では、2021年度を「企業体質改革元年」と位置づけ、全て
の職場がフェアで風通しの良い、働きがいのある職場環境となるよう、次の3つの視点からES向上に取り
組んでいます。
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2018年9月、米国・ミシガン州デトロイト郊外に新社屋を開設しました。販売拠点と生産拠点を一
カ所に集約することで、双方のコミュニケーションがこれまで以上に円滑になり、連携がさらに強化
されました。新オフィスでは、ワイヤレスモニター付きの会議室に加え、カフェテリアやフィットネ
スセンターなどが完備さ
れており、働きやすさや
業務効率化の観点だけで
なく、健康管理や仕事へ
のモチベーションの向上
につながり、社員の士気
がより一層高まりました。

日野自動車は、社員のES向上に向けた取り組みの一環と
して、工場内の食堂のリニューアルを進めています。
管理栄養士、調理師、産業医が連携して栄養バランスの
とれたメニューを提供するほか、社員同士の憩いの場と
して過ごしやすい環境づくりもおこなっています。古河
工場、新田工場に続き、2019年5月に稼働開始した日
野グローバルパーツセンターなど、今後もほかの工場含
め、社員食堂の充実を図っていく予定です。
また直近では、コロナ禍で出社する社員に対して、時差営業やパーテーションの設置等の感染対策
を施し、安心して食事ができる環境整備を進めております。

2019年に新たに完成した日野グローバルパーツセン
ターの社員食堂

│事 例│ 社員食堂の充実（古河工場、新田工場、日野グローバルパーツセンター）

│事 例│ 米国新本社社屋の開設（日野モータース・マニュファクチャリング・U.S.A.、日野モータース・セールス・U.S.A.）

約270名収容可能な大ホール 社員が自由に利用できるカフェテリア

日野自動車には現在、5歳以下の子どものいる子育て世代の社員が、自社単体で約2,000名在籍し
ています。このような社員が活躍を続けることができる職場環境に向けた取り組みとして、企業内
保育所を設置しました。2017年には本社・日野工場および古
河工場でそれぞれ「トントンキッズ・ひの」「トントンキッズ・
こが」を開設、2019年には羽村工場で「トントンキッズ・は
むら」を開設しました。開所日は工場のカレンダーに合わせ、

「子どもの預け先が職場の近くなので、安心できる」など、利
用する社員から喜びの声も聞かれております。

トントンキッズ・はむら

│事 例│ 企業内保育所「トントンキッズ」の開設（本社・日野工場、古河工場、羽村工場）
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 ◆人財育成・社員一体感の醸成
・ダカールラリー参戦 ─ 車両の高性能化で上位入賞へチャレンジ ─

日野自動車は、2021年1月にサウジアラビアで開催された「ダカールラリー2021」に参戦。トラック
部門総合12位、排気量10リットル未満クラス12連覇を達成しました。

世界最高峰のラリーに挑戦を続けることで培われた技術は、市販車両（トラック・バス）の開発にもつな
がっています。

今年度は車両の軽量化、日野初のレース用ハイブリッドシステムと高馬力エンジンにより、圧倒的な動力
性能を備え、上位争いを狙える車両を開発しています。

またレースを支えるメカニックについては、日野自動車の社員および全国の販売会社の社員が中心と 
なって結成されており、将来を支える精鋭社員の人財育成にも活かされています。このことは「チーム日野」
の一体感も醸成し、社員コミュニケーションの活性化にもつながっています。

今後もチャレンジ精神を胸に、世界的な舞台で技術を磨きつつ、人財を育成し、「チーム日野」で一体と
なって挑戦を続けていきます。

難コースを駆け抜けるレース車ビバークでの車両整備

ダカールラリーについてはこちら
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トライの瞬間強豪チームとの熱戦の様子

・日野レッドドルフィンズ ─『ジャパンラグビーリーグONE』での熱戦が始まる ─
日野自動車のラグビー部「日野レッドドルフィンズ」は、1950年の創部以来、「グループの一体感の醸成」

「地域密着型クラブ」をモットーに活動し、2018年に念願のトップリーグ昇格を果たし、国内最高峰のリー
グで戦ってまいりました。

2022年1月、日本ラグビー界の新たなステージ『ジャパンラグビーリーグONE』が開幕します。
私たちはこれからもラグビーの質・技量・価値の向上を図り、関係する全ての皆様に「感動」と「興奮」

をお届けし続ける、地域に根づいたチームづくりに努めてまいります。また、地域の皆様、ファンの皆様と
これまで以上に強い絆を築き、ラグビーの普及を通じた地域社会の更なる発展、「チーム日野」の士気向上
に貢献していきます。

・日野自動車キングフィッシャーズ ─ 日本卓球リーグ1部リーグでの激闘 ─
日野自動車の卓球部は、1970年の創部以来50年近くにわたり、「日野グループ社員の士気向上」と「地域

社会への貢献」を合言葉にチームづくりに努めてきました。2018年の日本卓球リーグ1部昇格以降、「チー
ム日野の一体感醸成」に貢献していくとともに、市内中学生向け卓球講習会開催や自治体による卓球イベント
への参加など、卓球の普及活動をすることで、地域との絆を深め、卓球への理解を深める活動もはじめました。
今後も１部リーグでの活動を通して地域の皆様には、『挑戦を続ける日野の姿』を、そしてチーム日野の皆様
には、『勝利にこだわり続けることの意義』を届け、地域・チーム日野の発展に貢献してまいります。

600名以上が来場した、日野市でのホームマッチ 激闘の様子

日野レッドドルフィンズについてはこちら
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・スポーツを通じた地域とのつながり強化
日野自動車は、スポーツを通じて地域とのつながりを深める取り組みを推進しています。
トップリーグで活躍の日野レッドドルフィンズ選手による近隣小学校での「タグラグビー教室」、日本卓

球リーグ1部で活躍の日野自動車キングフィッシャーズの選手による日野市内中学校での「卓球講習会」の
開催など、第一線で活躍している選手による直接の指導を通じて、「体験し」、「感動し」、「喜び」を共有す
ることで、地域の皆様の人づくり、発展に取り組んでいます。

地
域
と
つ
な
が
ろ
う

と
も
に
体
験

と
も
に
参
加

◦�パラスポーツの迫力
は想像を超えていた。

◦�パラアスリートの皆
さんは、大変たくま
しく強かった

社員の声

地域の方々の声

◦�地域の応援に一体
感を感じた

◦�駅伝イベントは、お
祭りのようで楽し
かった

◦�ボッチャで家族みん
な笑顔になった

ラグビー部
卓球部

地域に密着した
チームへ

社内駅伝
イベント

（市役所の方々も
出場）

工場祭
（地域の方々と協業）

知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て 車いすバスケットボール観戦 パラアスリート講演会

（全盲スイマー 河合純一氏）
社内ボッチャ大会

卓球講習会タグラグビー教室

参加者の集合写真

ボッチャ車いすバスケットボール

聞いて 体験して見て
驚きと感動を 困難に立ち向かった

ヒストリーを
奥の深さを
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（単位：人）

2017年3月末 2018年3月末 2019年3月末 2020年3月末 2021年3月末

男性 11,720 11,763 11,960 11,813 11,779

女性 902 942 975 992 1,005

合計 12,622 12,705 12,935 12,805 12,784

（単位：人）

2018年3月末 2019年3月末 2020年3月末 2021年3月末

日本 23,120 23,524 23,675 23,808

豪亜 7,518 8,268 8,340 8,175

北米 1,463 1,550 1,711 1,727

中国 363 351 359 364

中南米 179 284 365 362

欧州 76 92 98 91

合計 32,719 34,069 34,548 34,527

● 男女別社員数の推移（単体）

● 雇用形態別社員数の推移（連結）

● 地域別社員数の推移（連結） ● 地域別社員数（連結 2021年3月末）

● 職種別の割合（単体 2021年3月末）

人財データ

今後の取り組み

トラック・バスを取り巻く環境は、グローバル規模で大きく変化してきており、そのような環境下で企業
の競争力の源泉となるのは人財と考えています。

日野自動車では、今後のグローバルな変化を見据えた人財登用、育成等を積極的に進め、日野ならではの
価値を世の中に提供し続けることで、企業として持続可能な成長につなげていきます。

2019年3月末 2020年3月末 2021年3月末

正社員 34,069 34,548 34,527

それ以外 11,373 9,640 7,363

合計 45,442 44,188 41,890

（単位：人）

日本
23,808

豪亜
8,175

北米
1,727

中国
364

中南米
362
欧州
91

合計
34,527
（人）

事務技術・男性
32.9%

技術・男性
59.2%

事務技術・女性
5.7%

技術・女性
2.3%
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V
O
IC

E

自らのアイデアで新しい車両を形に
入社前の工場見学で、大型トラックに搭載されているエンジ

ンを見て、その大きさに圧倒されました。乗用車よりも遥かに
スケールの大きな商用車が、世の中の困りごとを解決していく
姿に魅力を感じ、入社を決意しました。

もともと興味があった海外向けの商品企画や取引先様との商
談対応を経験し、現在は電動車の戦略策定や商品化を検討する
業務に携わっています。取り組む仕事はすべてが新しく、解があ
りません。その分、お客様・社会の要望をひとつでも多く取り入
れながら、自分のアイデアで日野ならではのソリューションを実
現する車両を生み出せることに大きなやりがいを感じています。

子育て世代に隔たりのない社会の実現をリードしたい
いま夫婦共働きで二人の子どもの子育て中です。仕事も家事

や育児も、全力で取り組みたかったので、「フレックスタイム制
度」や「在宅勤務制度」を活用し、夕方の家事・育児は私が毎
日、担当しています。保育園のお迎え時間に応じて仕事がコン
トロールでき、子どもの急な発熱対応や園内行事への参加もで
きるようになり、柔軟で効率的に時間を使えるようになりまし
た。なにより、幼い子どもとの貴重な時間を、毎日一緒に過ご
せることがとても幸せです。

子育て世代が働きやすい環境を実現するために、性別問わず
誰もが“当たり前”に柔軟な働き方ができる風土づくりや環境整備
に、利用者として率先して協力していきたいと思います。

誰もが働きやすい職場環境の
さらなる充実に協力していきたい
中長期商品戦略部
株式会社CUBE-LINX

桐明 幹 
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サプライチェーン

基本的な考え方

日野自動車が事業活動を継続していくなかで、仕入先様とのパートナーシップは不可欠であり、
仕入先様とともに世の中に価値を提供し、企業としての持続可能な成長を目指しています。

公正な取引のみではなく、相互のコミュニケーションも重視し、お取引先様と固い信頼関係を
築いていきます。

1.オープンでフェアな取引 
国籍・企業規模・取引実績の有無を問わず、公正・対等の精神で接し、お取引先の決定にあたっては、品質・
価格・数量・納期に加え、環境対応・経営の安定性・技術開発力を総合的に判断します。

2.信頼関係の構築、健全な相互発展 
お取引先との相互信頼にもとづいた共存・共栄の実現に取り組み、相互研鑽と密接なコミュニケーション
に努めます。

3.グローバル調達の推進  
世界の人々から信頼される商用車メーカーを目指し、地元の企業として地域社会に貢献できるよう、現地
のお取引先からの調達を推進します。

4.法令・ルールの遵守  
社会規範・法令およびその精神を遵守するとともに、相互の機密情報を適切且つ厳重に管理します。

5.グリーン調達の推進  
グリーン調達ガイドラインに基づき、環境にやさしい商品・サービス提供の為、環境負荷の少ない部品・
材料・設備の調達に努めます。

調達の基本方針

日野自動車は、技術・品質・価格・納期などを総合的に判断し、最適な部品を世界中の信頼できる仕入先
様から調達しています。法律に則った健全で公正な調達活動を推進するための基本方針として、以下の5項
目を掲げています。
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仕入先総会の開催

 ◆日本国内
日野自動車では、日本国内の仕入先様と直接交流を深めさせていただく場として、毎年3月に「仕入先総

会」を開催し、当社の会社方針、調達方針を説明しています。原価や品質の改善、労働環境、安全、環境、
コンプライアンスについての考え方のほか、品質管理・技術開発・原価改善などの各分野で特にご貢献いた
だいた仕入先様を表彰させていただいています。

2020年度は、昨年度に引き続き新型コロナウイルスの影響により仕入先総会は中止しましたが、360社を 
超える仕入先様に対して、 2021年度の調達方針として、安全・品質・コンプライアンス・環境・供給といっ
た経営基盤とグローバルな競争力の強化、先進技術調達基盤の構築について動画を配信するとともに、特に
ご貢献いただいた仕入先様を表彰させていただきました。

 ◆海外各国
日野自動車では、アジア、北米など海外各国における仕入先様と直接交流を深めさせていただくことを目

的として、「仕入先総会」を開催しています。2020年度は、昨年度に引き続き日本国内同様、新型コロナウ
イルスの影響により、アメリカ・タイ・インドネシア・中国・パキスタンで予定していた総会は中止しまし
たが、オンラインで2021年度 調達方針の説明会を開催するなど、仕入先様との結束強化に向けた取り組み
を行っています。

日野グループおよびサプライチェーン全体でのコンプライアンス強化の取組み

日野自動車は、CSRの考え方をご理解いただけるよう、日野グループの仕入先様に対してコンプライア
ンスメッセージを発信しています。

サプライチェーン全体に対しては、「仕入先CSRガイドライン」を展開し、改善取り組みにご活用いただ
くと共に、各社様にとっての仕入先様にも、ガイドラインを活用して対応状況をご確認いただいております。
加えて、コンプライアンスに関するアンケートを実施して、実態把握とフィードバックを行うことにより、
サプライチェーン全体でのコンプライアンス強化に取り組んでいます。

また、人権問題に関しては、多くの仕入先様で受け入れている外国人技能実習生の実習状況の把握、およ
び困り事の相談会等を定期的に開催しております。

「仕入先CSRガイドライン」はこちら 「仕入先CSRガイドライン」のチェックシートはこちら

会社情報
SDGsと

日野の戦略・
取り組み

HINO
基本理念 トピックトップ

メッセージ
CSR

マネジメント
サステナブルな
社会の実現に

向けて

ESGの取り組み

環境 社会 企業統治 ESGデータ集・その他

日野の
環境経営

目次目次 109109

HINO サステナビリティレポート 2021

HINO SUSTAINABILITY HINO SUSTAINABILITY 
REPORT 2021REPORT 2021

安全　　健康　　品質　　人権の尊重　　人づくり・働き方　　サプライチェーン　　社会貢献活動



社会貢献活動

基本的な考え方

日野自動車が、今後も世界各国に商品やサービスを提供し続けるためにも、ステークホルダー
の皆さまとの良好な関係が不可欠です。
『HINO基本理念』のCSRメッセージに、以下のような地域への貢献活動に対する考え方を掲
げています。

世界中の生産事業所や販売事業所にて、「地域社会への貢献」、「地域文化への支援」、「次世代
に向けた人づくり支援」を中心に、貢献活動を推進しました。今後も各地域特性を踏まえ、地域
社会との共生を目指した社会貢献活動を推進していきます。

◦�私たちは、安全で環境にやさしい商品を提供し、すべての企業活動を通じ、地球環境との
調和に努めます

◦私たちは、事業活動をおこなうすべての地域で社会貢献活動に努めます

◦私たちは、高い倫理観を持ち、法令を遵守し、健全な企業市民であることに努めます

日野自動車は、よき企業市民とし
て、地域社会の発展や環境整備
等に貢献する取り組みを進めて
います。

地域社会への貢献 地域文化への支援 次世代に向けた人づくり支援

日野自動車は、それぞれの地域
に根付く文化を尊重し、文化的な
地域行事への参加および支援を
おこなっています。

日野自動車は、次の世代を担う
子供、若者の「人づくり」の機会
として、地元に密着した教育支援
を推進しています。
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地域の野球チーム（埼玉武蔵ヒートベアーズ） 
活動支援（東京日野自動車）

地域のカーブミラー清掃
（三共ラヂエーター）

地域の子供達のために、玩具寄付
（日野モータース・フィリピン）

地域の孤児院へ、食料品や文房具の寄付・施設
の修繕をおこなう（日野モータース・マニュファク
チュアリング・マレーシア）

地域の小学生を対象に、タグラグビー教室を開催
（日野自動車）

日本

フィリピン

日本

日本

地域社会への貢献

地域清掃
（日野・モータース・カナダ）

カナダ

地域の貧困家庭の子供達へクリスマスプレゼント
を贈呈（日野モータース・セールス U.S.A.）

アメリカ マレーシア

地域文化への支援

南アフリカ農業ショー（NAMPO）へ、フルライン
ナップ展示（日野代理店：南アフリカトヨタ社）

南アフリカ

日野新選組まつり
（日野自動車／日野本社）

工場に地域の方々をお招きし桜まつり開催
（日野自動車／羽村工場）

地域運動イベント開催支援
（上海日野エンジン）

中国

地域のJAPAN FESTIVALにて製品安全、環境
技術紹介（日野モータース・カナダ）

カナダ

日本 日本
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今後の取り組み

日野自動車は今後も、よき企業市民として地域と共生し、持続可能な発展を目指していきます。そのため
にも、日野自動車ならではの事業を通じた社会貢献活動の強化を図っていきたいと考えています。地域の皆様
と良好な関係を築き、ながく愛され続ける企業に成長するべく、今後も積極的に社会に貢献していきます。

次世代に向けた人づくり支援

地域の技術学生に向け、技術講習会を実施
（千葉日野自動車）

地域の科学館（サイエンスヒルズこまつ）に実物
カットバスを展示（ジェイ・バス／小松工場）

地元中学生を対象に、企業見学受け入れ
（長野日野自動車）

技術の普及のため、バンコク大量輸送機関
（BMTA）へ日野ハイブリッドバスを寄贈
（日野モータース・セールス・タイランド）

地域の大学にトラックを寄贈
（日野モータース・ベトナム）

大学生に対して実践的な学習環境を提供するため、
インターンシップ生を受け入れ

（日野パック・モータース）

日本 日本 日本

タイ ベトナムパキスタン
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V
O
IC

E

 弁護士の経験を活かして新しいキャリアに挑戦
前職の弁護士になって数年経ったころ、日野モータース・

セールス インドネシア（HMSI）が、法律関係の知識があり、社
会貢献にも関心がある人財を探していることを知りました。当
時、新しい領域でキャリアを積みたいと考えており、さらに社
会に貢献できる仕事に挑戦するため入社を決意しました。

入社後は法務部を支援する仕事を任され、2010年8月には
日野インドネシアCSR委員会のメンバーに選任されました。こ
の委員会は環境保護、健康増進、人づくり支援、地域文化への
支援、自然災害時の復興支援など、100を超えるさまざまな
CSR活動を推進しており、大変やりがいを感じています。

 経済的に恵まれない人のための口唇裂・口蓋裂の無料手術
特に印象深かった社会貢献活動は、スマイルトレイン財団と協

力して行った、東ヌサ・西ヌサ（トゥンガラ州）、タンゲラン県（バ
ンテン州）、プルワカルタ県（西ジャワ州）およびバリ州での口唇
裂・口蓋裂患者の支援活動です。この病気により食べたり話し
たりすることが困難になってしまった方々には、手術費用を捻出
できない人もたくさんいました。私たちはそのような方々を少し
でも支援するため、無料手術の場を提供しました。

手術によって子どもを含む90人以上の方が健康で幸せな暮
らしを取り戻すことができ、みんな笑顔になったことにとても
感動しました。今後もさまざまな支援を通じて地域社会に貢献
できるよう努力していきます。

無料の口唇裂・口蓋裂手術を提供

再生可能エネルギー開発の支援

現地のサファリパークと連携したジャワワシの保護活動

良き企業市民として、
CSRを通じて地域社会に貢献したい
日野モータース・セールス インドネシア（HMSI）

Dyah Maryati 
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コーポレート◦ガバナンス

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

日野自動車は、物流や交通を担うトラック・バスの製造・販売をおこなう企業として、会社の
使命を「人、そして物の移動を支え、豊かで住みよい世界と未来に貢献する」こととし、基本方針、
CSRメッセージとともに社会に貢献する責任や方針、姿勢を明らかにした「HINO基本理念」と
して公表しています。
そして、この会社の使命を果たすため、お客様や社員、お取引先、株主様、国際社会・地域社会
等の各ステークホルダーの皆さまと良好な関係を築き、グローバル企業として持続的な成長と中長
期的な企業価値の向上を目指し、コーポレート・ガバナンスの充実を図っています。
また、当社は金融商品取引所の規定する「コーポレートガバナンス・コード」に賛同し、その

理念や原則の趣旨・精神等を踏まえたさまざまな施策を講じて、コーポレート・ガバナンスの強
化に努めていくことを基本方針としています。

Governance（企業統治）
ESGの取り組み

コーポレート・ガバナンス体制の概要

 ◆経営業務執行体制
日野自動車は、監査役制度採用会社であり、取締役会、監査役、監査役会および会計監査人を設置していま

す。取締役会は取締役9名（2021年6月現在。会社法に定める社外取締役3名を含む。定款において15名 
を上限とする定め有）によって構成され、重要な業務執行を決定するとともに、取締役の職務の執行を監督
しています。さらに取締役会のスリム化と機動的な業務執行を図るため、本部および領域から構成する組織
体制を敷いております。

また、当社の経営方針・施策の審議、ならびに経営上必要な情報の報告等をおこなうため、会長、社長、
本部長および常勤の監査役等で構成する経営会議を設けています。そして、社外取締役の選任等を契機に、
コーポレート・ガバナンスの実効性を高め、さらなる持続的成長と企業価値の向上に資することを目的とし
て、「コーポレート・ガバナンス委員会」を設置し、社外役員および非常勤の取締役を交えて取締役会の在
り方等に関する議論（必要に応じ取締役会に提言）や経営情報の共有等をおこなっており、2020年度におい
ては1回開催しました。
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選任／解任

監査

会計
監査

提言

報告・提案

報告・提案

監査

連携

指示

監督

監査役会
（社外監査役が
半数以上）

会計監査人

・役員人事案検討会議
・役員報酬案検討会議
・コーポレート・ガバナンス委員会

・情報セキュリティ委員会
・日野安全衛生・防災委員会
・日野環境委員会
・輸出取引管理委員会

取締役会
（社外取締役を含む）

経営会議

各本部
グループ会社 内部監査部

株主総会

報告

報告・共有

・リスクマネジメント委員会
・コンプライアンス委員会

 ◆監査体制
日野自動車の監査役会は監査役4名（2021年6月現在。社外監査役2名を含む。定款において7名を上限

とする定め有）によって構成され、監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針お
よび監査計画等に従い、取締役、その他の使用人等と意思疎通を図り、情報収集、監査環境の整備に努める
とともに取締役会その他の重要会議体への出席、取締役および使用人からその職務の執行状況の報告聴取、
重要な決裁書類等の閲覧、本社、工場及び主要な事業所における業務および財産の状況の調査、子会社の取
締役及び監査役等との意思疎通・情報交換や子会社からの事業報告聴取を行い、取締役の職務執行を監査し
ています。

監査役は、会計監査人から監査計画、監査の実施状況および結果等、その職務の執行状況について報告を
受け、意見交換をおこなっているほか、子会社往査への立ち会い等、会計監査人が独立の立場を保持し、か
つ、適正な監査を実施しているかを監視・検証するなど、相互連携を図っています。また、事業報告、計算
書類およびそれらの附属明細書、ならびに連結計算書類について検討を加えています。

また、当社は、内部監査部門である内部監査部を設置しています。内部監査部は、社内規定に基づき、各
部および子会社に対して、財務報告にかかわる内部統制の整備・運用に関する監査業務に加え、業務の適法
性、妥当性、効率性についての監査を継続的におこない、各部および子会社が必要な改善を実施することで、
内部統制の向上を図っています。内部監査部は随時、監査役に内部監査の計画、監査の実施状況及び結果等
を報告するとともに、監査役および会計監査人と、監査役監査および会計監査の状況について情報交換をお
こない、相互に連携を図ることで効果的な監査を実施しております。

● コーポレート・ガバナンス体制図（2021年10月現在）
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内部統制システムに関する基本的な考え方およびその整備状況

 ◆業務の適正を確保するための体制に関する基本方針
日野自動車は、「HINO基本理念」や「日野行動指針」に基づき、子会社を含めて健全な企業風土を醸成

しています。「HINO基本理念」における会社の使命の実現に向け、ステークホルダーの信頼を得て、持続
的成長と企業価値の向上を目指します。また、企業価値を高めるために、コーポレート・ガバナンスのさら
なる強化が重要と認識し、取締役会運営の改善を不断に図っていきます。実際の業務執行の場においては、
業務プロセスのなかに問題発見と改善の仕組みを組み込むとともに、それを実践する人財の育成に不断の努
力を重ねていきます。

 ◆業務の適正確保体制とその運用状況の概要
日野自動車は、内部統制システムとして「業務の適正確保体制の整備の基本方針」に基づき、企業集団と

しての業務の適正を確保するための体制整備とその適切な運用に努めています。また、毎事業年度、内部統
制の整備・運用状況の点検をおこない、運用実施部署における活動が自律的に実施され、必要に応じ強化が
図られていることを確認するとともに、その内容を経営会議および取締役会で確認しています。以上の認識
を基盤にした、当社の業務の適正確保体制とその運用状況の概要につきましては、コーポレート・ガバナン
ス報告書「IV 内部統制システム等に関する事項」をご覧ください。

「コーポレート・ガバナンス報告書」はこちら

 ◆社外取締役ならびに社外監査役
日野自動車では、取締役の職務執行の監督機能として、会社法に定める社外取締役3名（2021年6月現在。 

いずれも東京証券取引所および名古屋証券取引所の定めに基づく「独立役員」）を選任しています。社外取 
締役は、取締役会における重要な意思決定のほか、「コーポレート・ガバナンス委員会」での積極的かつ建 
設的な議論への参加等を通じた経営の監督という役割を果たすことで、透明・公正かつ迅速・果断な意思
決定に寄与しています。また、取締役の職務執行に対する監視機能として、会社法に定める社外監査役2名

（2021年6月現在。うち1名は独立役員）を選任しています。常勤監査役2名とともに客観的な監査をおこ
なうことで、経営の適正性・適法性を監視する経営監視機能が充分に構築されていると判断しています。な
お、当社では、社外取締役および社外監査役と代表取締役との情報交換の場を設けるとともに、取締役 会
上程議案の事前説明をおこなうなど、重要事項に関する情報提供をおこなうことで、監督・監査機能が充 
分に機能するよう連携を図っています。社外監査役は、常勤監査役、取締役、その他の使用人等と意思疎通 
を図り、監査役会・取締役会への出席、取締役および使用人からその職務の執行状況、内部監査の状況の聴 
取をおこなうほか、取締役会開催前の監査役会開催を原則とすることで、社外監査役を含めた出席監査役全 
員で取締役会上程議案を確認し、事前監査をおこなっています。また会計監査人より監査計画、監査の実施 
状況および結果について定期的に報告を受け、意見交換をおこなうなど、相互連携を図っています。 
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 よき企業市民として持続的な成長が求められる
企業経営は、本質的に二つの面を持っていると思います。一つはよき企業市民であること。もう一つは持

続的な成長です。良い企業はこの両方のバランスが取れた経営ができ、その実現に第三者の客観的な視点で
経営執行を監督・助言し協働するのが社外取締役の役割であると考えます。企業経営に対する社会要請は
SDGs、ESGと複合化･多岐化し、顧客･従業員･株主･地域社会等のステークホルダーに対する責任ある対
応と、環境・安全･人権などに最大の配慮が求められます。これらの社会的責任を果たすためにも収益力を
高め、持続的成長に向けた十分な体力を持つ安定した財務体質を造らなければなりません。日野自動車は

「稼ぐ力」を高める経営改革を続け、環境、社会にも配慮した「サステナビリティ経営」を目指さなければ
なりません。その為には、経営の内部執行者に対し、外部の第三者視点が必要となり、それが私たち社外取
締役の役割であり、そのバランスの上にコーポレート・ガバナンスがあると認識しています。
 
 「Challenge2025」を実現し、未来から選ばれる会社になる 
自動運転、電動化、CASE、MaaSの新しいモビリティ社会やDX時代への対応、With/After コロナでの市

場変化等、当社をとりまく環境は、急速に変化しています。 
新時代を見据え、当社は経営戦略『Challenge2025』を策定し、現場ニーズへの素早い意思決定とアクショ

ンを起こせる組織改革、先進技術やDX化に対応する組織の新設等の様々な改革に意欲的に取り組んでいます。
『Challenge2025』実現に向け、取締役会で真剣な議論と意思決定がなされ、経営執行が的確な行動をとる為
には、しっかりとしたコーポレート･ガバナンスが基本となります。当社はコーポレート･ガバナンス委員会の
下、中長期戦略の策定、リスク･マネジメント、コンプライアンス体制の構築等、企業統治の仕組みを進化させ
ています。しかし世界各国でビジネス展開する企業として、コーポレート・ガバナンスを一層浸透させるには、
世界中の「チーム日野」一人ひとりが企業理念、ビジョンの体現者として意識を持ち活動することが必要です。

社会インフラとして物流･人流ビジネスが拡大する中、ステークホルダーの期待に応え、持続的に成長し、
未来から選ばれる会社にならなければなりません。その為に経営陣に時にはブレーキを踏み、時には背中を押
し、真摯にもの申せる社外取締役として力を尽くしていきたいと思います。

進化するコーポレート・ガバナンスを基盤に、
「サステナビリティ経営」を目指す

社外取締役　吉田 元一
よしだ・もとかず＝1948年生まれ。1971年一橋大学商学部卒業後、三井物
産株式会社に入社。2001年同社取締役に就任、2007年から代表取締役専
務執行役員、2008年代表取締役副社長執行役員。2012年に学校法人明
星学苑理事長に就任。2015年より日野自動車株式会社独立社外取締役。
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 商用車は課題先進分野、社会の要請に先手で応える
商用車は、自動車産業における課題先進分野であると考えます。したがって、当社には、物流・人流シス

テム全体を俯瞰したうえで、全体最適に向けたソフトとハードの解をパートナー企業と共に提供し、社会
課題の解決をし続けることが期待されます。そのためには、様々なプロジェクトを遂行する今までにない 
コーディネート力も必要となってきます。

日野自動車は、トヨタグループの商用車分野を担う技術力に裏打ちされた堅実で安定感のある会社であ
ると感じています。今後は、世界の物流・人流を支える大変重要な役割を担っているという自負のもと、 
カーボンニュートラルの実現や安全性向上など高まる社会的要請に、先手を打った形で応えていくことが求
められるでしょう。

 取締役会での大きな視点をもった方向性の議論がより求められる
日野自動車のコーポレート・ガバナンス制度は、合格ラインを超えていると思います。トヨタ自動車の 

子会社のため上場子会社における独立性の課題はありますが、3名の社外取締役導入により外部の客観的な
監視が入り、少数株主の利益保護も十分になされています。会社および少数株主は、トヨタ自動車の子会社
であることのメリットを十分受けていると評価できます。

また、コーポレート・ガバナンスは制度導入だけでは不十分で、現場と取締役会が有機的に繋がってその
精神を組織全体に浸透させることが肝要なため、現場をよく知る社内取締役の役割も大きいと考えています。

取締役会は、その実効性評価により、社外取締役の意見も取り入れ弛まず改善されていると評価できます。
今後は、カーボンニュートラル実現に向けた環境規制など急速に変化する社会的要請にどのように応えてい
くべきか、また、その方向性について、取締役会が大きな視点を持った議論をすることが一段と求められる
ようになると思います。

 攻めと守りのコーポレート・ガバナンスの充実に貢献したい
一般的に、社外取締役には会社の方向性や運営にかかわる助言をするマネージメント面の機能と、経営の

監督や監視を行うモニタリング面の機能が求められます。私は、世界全体の動向を見定め、得てして現実対
応となりがちな現場の意見に一石を投じつつ、会社の向かうべき方向性の議論に参画し、リスク評価を行い、
取るべき事業リスクがある時には積極的に応援したいと考えています。

また、取締役会および関係する委員会での内部執行者との話し合いや議論を通じ、社会規範に照らして逸
脱行為がないか、適切な対応がなされているか、内部統制は正常に機能しているかについて、第三者の立場
で客観的視点から監督や助言を行い、攻めと守りのコーポレート・ガバナンスの充実に貢献していきたいと
考えています。

攻めと守りのコーポレートガバナンスで
世界の物流・人流をリードする企業へ

社外取締役　武藤 光一
むとう・こういち＝1953年生まれ。1976年名古屋大学経済学部卒業後、 
大阪商船三井船舶株式会社入社。2007年株式会社商船三井取締役常務 
執行役員に就任し、2010年に同社代表取締役社長、2015年同社代表取締
役会長、2019年同社特別顧問。2020年より日野自動車株式会社独立社外
取締役。
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コンプライアンスおよびリスクマネジメント

基本的な考え方

日野自動車は、各種CSR取り組みを推進するにあたり、すべてのステークホルダーの皆さまか
ら信頼・共感を得られるよう行動することが重要であると考えています。そのうえで『コンプラ
イアンス』について、「法令遵守はもとより、倫理的な行動や、社会からの期待に沿った適切な
行動をとること」と捉え、その徹底を重要な経営課題としています。
また『リスクマネジメント』については、「リスクの予防およびリスク発生時の被害・損害の

最小化」の基本方針のもと、企業経営上の重要リスクを洗い出し、必要に応じた対策にも取り組
んでいます。
この二つの考え方、方針に基づき、日野自動車は法令遵守、倫理性の維持・向上に努め、ステーク
ホルダーの皆さまから「信頼され続ける企業」を目指します。

コンプライアンス推進体制

社長をトップに各役員、アドバイザー（外部弁護士）から構成
される「コンプライアンス委員会」を設置して、コンプライア
ンスに関する方針・課題の審議を行い、各領域・各事業体でコ
ンプライアンス施策を実施しています。 指示 報告

コンプライアンス委員会
（委員長：社長）

（実行責任者：チーフ・コンプライアンス・オフィサー）

各領域・各事業体
コンプライアンス施策を実施

社員へのコンプライアンス啓発活動

日野自動車は、社員一人ひとりのコンプライアンス意識の醸成を図るべく、社員教育のカリキュラムにコ
ンプライアンス研修を導入しています。この研修のツールとしては、各ステークホルダーの皆さまに対する
CSRコミットメントである「CSRメッセージ」、社員一人ひとりがとるべき行動の判断基準を明確にした「日
野行動指針」、日常業務において発生しうるさまざまなケースを想定し、具体的な対処方法なども解説した

「コンプライアンス ガイドブック」などがあり、すべての社員に冊子などで配布し、社内イントラネットで
も常時閲覧可能にするなど、社内周知徹底を図っています。

今後も、コンプライアンス意識の高い人財を育成すべく、研修内容のさらなる充実に努めていきます。

「CSRメッセージ」はこちら 「日野行動指針」はこちら

会社情報
SDGsと

日野の戦略・
取り組み

HINO
基本理念 トピックトップ

メッセージ
CSR

マネジメント
サステナブルな
社会の実現に

向けて

ESGの取り組み

環境 社会 企業統治 ESGデータ集・その他

日野の
環境経営

目次目次 119119

HINO サステナビリティレポート 2021

HINO SUSTAINABILITY HINO SUSTAINABILITY 
REPORT 2021REPORT 2021

コーポレート◦ガバナンス　　社外取締役メッセージ　　コンプライアンス・リスクマネジメント



内部通報制度によるコンプライアンス問題の未然防止、早期解決

日野自動車および国内・海外のグループ会社では、役職
員のコンプライアンスに関する相談を受け付け、客観的な
視点で早期解決を図るべく、内部通報制度を運用していま
す。この制度では、社外の弁護士事務所・専門会社にコン
プライアンス相談窓口を設置し、職場に相談しにくい案件
も随時相談を受け付けるなど、“相談しやすい”体制整備
も心掛けています。

2020年度に寄せられた報告や相談は、グループ会社の
相談も含め、123件ありました。今後もこの制度の適正
運用を図ることで、コンプライアンス問題の未然防止、早
期解決を図っていきます。

リスクマネジメント体制

日野自動車は法令や経営環境の変化を踏まえて、定期的に重要リスクの洗い出しをおこなっています。洗
い出したリスクについては、「リスクマネジメント委員会」にて管理するほか、「情報セキュリティ委員会」、

「日野安全衛生・防災委員会」、「日野環境委員会」および「輸出取引管理委員会」等の諸活動を通じて、き
め細かな統制活動、リスク管理の強化を図っております。

なお、重要リスク管理の事例については、以下をご参照ください。

消火訓練の様子

間隔を確保した避難訓練

 ◆自然災害及び感染症等への対応
日野自動車では、大地震等の自然災害、新型コロナウイルス等の感

染症に対しては、人命を最優先に考えた訓練・対応等の活動をおこ
なっています。

自然災害に対しては、特に2011年に発生した東日本大震災以降は、
より実践的な活動として、年2回の避難訓練をはじめ、消火訓練、応
急救護訓練、通信訓練、対策本部訓練等の各種訓練に取り組み、災害
対処能力のレベルアップを図っています。

新型コロナウイルス等の感染症に対しては、社内規定を整備し、対
策本部により全社的な予防策・対応策等の諸活動をおこなっています。

相談・報告

チーフ・コンプライアンス・オフィサー
（コンプライアンス推進室）

社長

役職員

各領域長
各事業体社長

〈職場〉
上司

〈社外〉
コンプライアンス
相談窓口

共有※

※事案により共有内容
　は異なります。

● 内部通報制度における相談・報告の流れ
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 ◆輸出取引管理
日野自動車は国際平和・安全の維持を目指し、輸

出した車両、ユニット等が武器に転用されるリスク
を防ぐための輸出取引管理を徹底しています。

各部門で厳格な順法確認をおこない、それらの
管理状況は「輸出取引管理委員会」で監視するこ
とで、全社で各種法令に則った輸出取引をおこなっ
ています。

 ◆情報セキュリティ管理
日野自動車は、サイバー攻撃などの脅威から、お

客様の安全・安心を確保し、個人情報などのお客様
の財産を守ることを社会的責務としてとらえ、情報
セキュリティに関する取り組み強化を図っています。

また、情報セキュリティに関する考え方などをま
とめた「情報セキュリティ基本方針」に基づき、情
報セキュリティ統括責任者のもと、各分野毎の部会
にてリスク管理をおこなっています。さらに、それ
ぞれの部会のリスク管理状況は「情報セキュリティ
委員会」で監視することで、全社の情報セキュリ
ティに関する管理徹底に努めています。

内部からの情報漏洩防止や近年増加するサイバー攻撃に対応し、情報セキュリティに関する規程に沿っ
て、体制整備、リスクの特定と対策、経営層含む全社員への教育、監査、事故対応等の標準化を図り、働き
方改革や個人情報保護などへの対策改善を継続的に取り組み、リスクの低減を進めています。

国内外グループ会社においても「情報セキュリティ基本方針」に沿った対策を推進しており、各社対応状
況の点検・フォローを実施し、情報セキュリティの継続的な維持・向上に努めています。また、インシデン
ト対応についてはグループ内連絡網を設け、事前防御と有事の迅速な対応体制を整えています。

「情報セキュリティ基本方針」はこちら

各部門

専門分野部会
（情報セキュリティリスクに応じて設定）

◦◦◦◦◦

監視

輸出取引管理委員会
（委員長：コーポレート本部長）

監視

情報セキュリティ委員会
（委員長 ： 情報セキュリティ統括責任者）

車両 ユニット 補給部品

機密情報 情報
システム 工場設備 車両・車載

施策展開・推進

社内各部 子会社

施策展開・サポート

今後の取り組み

日野自動車が今後も事業を通じてお客様や社会に貢献し続けるためには、「信頼され続ける企業」である
ことが必要です。

今後もコンプライアンスおよびリスクマネジメントに対する「チーム日野」一人ひとりの意識醸成に努め、
法令遵守、倫理性の維持・向上を徹底していきます。
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分類 項目 範囲※1 単位 2019年度※3  ※4 2020年度※3  ※4

温暖化 CO₂排出量 グローバル 千t-CO₂ 360.4 295.4 
単体 千t-CO₂ 187.1 158.1 
国内 千t-CO₂ 100.1 87.4 
海外 千t-CO₂ 73.2 49.9

エネルギー使用量 電力 単体 GWh 345 293
燃料 単体 千GJ 1,904 1,839

大気 大気汚染物質排出量 NOx排出量 単体 t 158 132
SOx排出量 単体 t 0.3 0.2
VOC 単体※2 t 359 277

資源 水使用量 総使用量 国内連結 千t 2,519 2,135
廃棄物 廃棄物 国内連結 t 52,281 41,090

梱包資材 国内連結 t 5,424 3,429
最終処分量比率 国内連結 ％ 0.11 0.11

※1 単体：日野・羽村・新田・古河の4工場　　国内：国内関連会社6社　　海外：海外関連会社9社　　国内連結：単体および国内の合計
※2 日野・羽村工場　※3 報告値、派生値、および入手可能なデータから算出された推定値です。実際の排出量は異なる可能性があります。
※4 記載数値は生産時の排出量で、使用（走行）時の排出量は含まれておりません。

ESGデータ集・その他

日野自動車はステークホルダーの皆さまとのコミュニケーション強化につなげるべく、Environment（環境）、
Social（社会）、Governance（企業統治）に関連するパフォーマンスデータを以下のとおり、一覧表にまと
めて掲載いたします。

分類 項目 範囲 単位 2019年度 2020年度
人財 社員数（グローバル） ※各年度3月末 グローバル 人 34,548 34,527

社員数（単体） 男性 単体 人 11,813 11,779
※各年度3月末 女性 単体 人 992 1,005

総計 単体 人 12,805 12,784

雇用形態別社員数 正社員 グローバル 人 34,548 34,527
それ以外 単体 人 9,640 7,363

障がい者雇用率　※各年度6月1日 単体 ％ 2.36 2.56
再雇用勤務者数 単体 人 516 391

安全 休業度数率 単体 0.12 0.06
働き方 育児休業取得者 単体 人 95 146

育児短時間取得者 単体 人 147 114

項目 単位 2019年度 2020年度
取締役 人 9 9

うち社外取締役 人 3 3
監査役 人 4 4

うち社外監査役 人 2 2

ESGデータ集

Environment 〔 環境 〕

Social 〔 社会 〕

Governance 〔 企業統治 〕
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当社の「HINO Sustainability Report 2021」は、Global Reporting Initiative（GRI）の「サステナビリティ・
レポーティング・スタンダード2016／2018」を参照しています。関連する情報の掲載ページを以下に示しています。

GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード内容索引

GRI102：一般開示事項 2016
項目 掲載ページ

1.組織のプロフィール
102-1 組織の名称 a.組織の名称 2

102-2 活動、ブランド、製品、サービス
a.組織の事業活動に関する説明
b.�主要なブランド、製品、およびサービス。特定の市場で販売が禁止されている製品または

サービスがあれば、その説明を含める
2-5

102-3 本社の所在地 a.組織の本社の所在地 2

102-4 事業所の所在地 a.�組織が事業を展開している国の数、および重要な事業所を所有している国の名称。報告書
に記載している項目との関連は問わない 3

102-5 所有形態および法人格 a.組織の所有形態や法人格の形態 2

102-6 参入市場
a.参入市場。次の事項を含む

ⅰ.製品およびサービスを提供している地理的な場所
ⅱ.参入業種
ⅲ.顧客および受益者の種類

3

102-7 組織の規模

a.組織の規模。次の事項を含む
ⅰ.総従業員数
ⅱ.総事業所数
ⅲ.純売上高（民間組織について）、純収入（公的組織について）
ⅳ.株主資本および負債の内訳を示した総資本（民間組織について）
ⅴ.提供する製品、サービスの量

2-3

102-8 従業員および
その他の労働者に関する情報

a.雇用契約（正社員と臨時雇用者）別の、男女別総従業員数
b.雇用契約（正社員と臨時雇用者）別の、地域別総従業員数
c.雇用の種類（常勤と非常勤）別の、男女別総従業員数
d.�組織の活動の相当部分を担う者が、従業員以外の労働者であるか否か。該当する場合、従

業員以外の労働者が担う作業の性質および規模についての記述
e.�開示事項102-8-a、102-8-b、102-8-cで報告する従業員数に著しい変動（観光業や農業

における季節変動）
f.データの編集方法についての説明（何らかの前提があればそれも含める）

98，106，122

102-9 サプライチェーン a.�組織のサプライチェーンの説明。組織の活動、主要なブランド、製品、およびサービスに関
するサプライチェーンの主要要素を含める 108，109

102-10
組織およびその
サプライチェーンに関する
重大な変化

a.�組織の規模、構造、所有形態、またはサプライチェーンに関して生じた重大な変化。次の事
項を含む
ⅰ.所在地または事業所に関する変化（施設の開設や閉鎖、拡張を含む）
ⅱ.�株式資本構造の変化、その他資本の形成、維持、変更手続きの実施による変化（民間組

織の場合）
ⅲ.�サプライヤーの所在地、サプライチェーンの構造、またはサプライヤーとの関係の変

化（選定や解消を含む）

該当なし

102-11 予防原則または予防的アプローチ a.組織が予防原則や予防的アプローチに取り組んでいるか。またその取り組み方 22-27，42-49，
119-121

102-12 外部イニシアティブ a.�外部で作成された経済、環境、社会の憲章、原則その他のイニシアティブで、組織が署名ま
たは支持しているもののリスト -

102-13 団体の会員資格 a.�業界団体、その他の協会、および国内外の提言機関で組織が持っている主な会員資格のリスト -

2.戦略
102-14 上級意思決定者の声明 a.�組織とサステナビリティの関連性、およびサステナビリティに取り組むための戦略に関

する、組織の最高意思決定者（CEO、会長またはそれに相当する上級幹部）の声明 6-7

102-15 重要なインパクト、リスク、機会 a.重要なインパクト、リスク、機会の説明 6-7，12-14

3.倫理と誠実性
102-16 価値観、理念、行動基準・規範 a.組織の価値観、理念、行動基準・規範についての説明 8-9

102-17 倫理に関する助言および
懸念のための制度

a.組織内外に設けられている次の制度についての説明
ⅰ.倫理的行為および合法行為、ならびに組織の誠実性に関する助言を求める制度
ⅱ.非倫理的行為または違法行為、ならびに組織の誠実性に関する懸念を通報する制度

119-121
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項目 掲載ページ
4.ガバナンス
102-18 ガバナンス構造 a.組織のガバナンス構造。最高ガバナンス機関の委員会を含む

b.経済、環境、社会項目に関する意思決定に責任を負っている委員会 114-116

102-19 権限移譲 a.�最高ガバナンス機関から役員や他の従業員へ、経済、環境、社会項目に関して権限委譲を行
うプロセス -

102-20 経済、環境、社会項目に関する
役員レベルの責任

a.組織が、役員レベルの地位にある者を経済、環境、社会項目の責任者として任命しているか
b.その地位にある者が、最高ガバナンス機関の直属となっているか

39，71，115，
121

102-21 経済、環境、社会項目に関する
ステークホルダーとの協議

a.�ステークホルダーと最高ガバナンス機関の間で、経済、環境、社会項目に関して協議を行
うプロセス

b.�協議が権限移譲されている場合は、誰に委任されているか、最高ガバナンス機関への結果
のフィードバックをどのように行っているか

39，
コーポレート・
ガバナンス報告
書（P.11）

102-22 最高ガバナンス機関および
その委員会の構成

a.最高ガバナンス機関およびその委員会の構成。次の事項による
ⅰ.執行権の有無
ⅱ.独立性
ⅲ.ガバナンス機関における任期
ⅳ.構成員の他の重要な役職およびコミットメントの数、ならびにコミットメントの性質
ⅴ.ジェンダー
ⅵ.発言権が低い社会的グループのメンバー
ⅶ.経済、環境、社会項目に関係する能力
ⅷ.ステークホルダーの代表

114-116

102-23 最高ガバナンス機関の議長
a.最高ガバナンス機関の議長が組織の執行役員を兼ねているか否か
b.�議長が執行役員を兼ねている場合、組織の経営におけるその者の役割と、そのような人事

の理由
114-116

102-24 最高ガバナンス機関の指名と選出

a.最高ガバナンス機関およびその委員会メンバーの指名と選出のプロセス
b.最高ガバナンス機関のメンバーの指名と選出で用いられる基準。次の事項を含む

ⅰ.ステークホルダー（株主を含む）が関与しているか、どのように関与しているか
ⅱ.多様性が考慮されているか、どのように考慮されているか
ⅲ.独立性が考慮されているか、どのように考慮されているか
ⅳ.経済、環境、社会項目に関する専門知識や経験が考慮されているか、どのように考慮さ
れているか

114-116

102-25 利益相反

a.利益相反の回避、対処のために最高ガバナンス機関が行っているプロセス
b.利益相反に関する情報をステークホルダーに開示しているか。最低限、次の事項を含む

ⅰ.役員会メンバーへの相互就任
ⅱ.サプライヤーおよびその他のステークホルダーとの株式の持ち合い
ⅲ.支配株主の存在
ⅳ.関連当事者の情報

有価証券報告書
（第109期）：役
員の状況、コー
ポレート・ガバ
ナンスの状況等

102-26 目的、価値観、戦略の設定における
最高ガバナンス機関の役割

a.�経済、環境、社会項目に関わる組織の目的、価値観、ミッション・ステートメント、戦略、
方針、目標の策定、承認、更新に際して、最高ガバナンス機関と役員が果たす役割 39，114-118

102-27 最高ガバナンス機関の集合的知見 a.�経済、環境、社会項目に関する最高ガバナンス機関の集合的知見を発展、強化するために実
施した施策

コーポレート・
ガバナンス報告
書（P.3）

102-28 最高ガバナンス機関の
パフォーマンスの評価

a.�最高ガバナンス機関の経済、環境、社会項目のガバナンスに関するパフォーマンスを評価
するためのプロセス

b.当該評価の独立性が確保されているか否か、および評価の頻度
c.当該評価が自己評価であるか否か
d.�最高ガバナンス機関の経済、環境、社会項目のガバナンスに関するパフォーマンス評価に

対応して行った措置。最低限、メンバーの変更や組織の実務慣行の変化を含む

コーポレート・
ガバナンス報告
書（P.3）

102-29 経済、環境、社会へのインパクトの
特定とマネジメント

a.�経済、環境、社会項目、およびそのインパクト、リスク、機会の特定とマネジメントにおける
最高ガバナンス機関の役割。デュー・デリジェンス・プロセスの実施における最高ガバナ
ンス機関の役割を含む

b.�最高ガバナンス機関による経済、環境、社会項目、およびそのインパクト、リスク、機会の
特定とマネジメントをサポートするために、ステークホルダーとの協議が活用されてい
るか否か

69-70，
119-121，
コーポレート・
ガバナンス報告
書（P.13-14）

102-30 リスクマネジメント・プロセスの
有効性

a.�経済、環境、社会項目に関するリスクマネジメント・プロセスの有効性のレビューにおけ
る最高ガバナンス機関の役割

69-70，
119-121，
コーポレート・
ガバナンス報告
書（P.13-14）

102-31 経済、環境、社会項目のレビュー a.�経済、環境、社会項目、およびそのインパクト、リスク、機会に関して最高ガバナンス機関
が行うレビューの頻度

120，
コーポレート・
ガバナンス報告
書（P.13-14）
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102-32 サステナビリティ報告における
最高ガバナンス機関の役割

a.�組織のサステナビリティ報告書の正式なレビューや承認を行い、すべてのマテリアルな
項目が取り上げられていることを確認する機能を果たしている最高位の委員会または役
職

38-39

102-33 重大な懸念事項の伝達 a.最高ガバナンス機関に対して重大な懸念事項を伝達するために設けられているプロセス 69，114-116，
119-121

102-34 伝達された重大な懸念事項の
性質と総数

a.最高ガバナンス機関に伝達された重大な懸念事項の性質と総数
b.重大な懸念事項への対処、解決のために使われたメカニズム 69，120

102-35 報酬方針

a.最高ガバナンス機関および役員に対する報酬方針。次の種類の報酬を含む
ⅰ.�固定報酬と変動報酬（パフォーマンス連動報酬、株式連動報酬、賞与、後配株式または

権利確定株式を含む）
ⅱ.契約金、採用時インセンティブの支払い
ⅲ.契約終了手当
ⅳ.クローバック
ⅴ.�退職給付（最高ガバナンス機関、役員、その他の全従業員について、それぞれの給付制

度と拠出金率の違いから生じる差額を含む）
b.�報酬方針におけるパフォーマンス基準と、最高ガバナンス機関および役員の経済、環境、

社会項目における目標がどのように関係しているか

コーポレート・
ガバナンス報告
書（P.8）

102-36 報酬の決定プロセス
a.報酬の決定プロセス
b.�報酬コンサルタントが報酬の決定に関与しているか否か、また報酬コンサルタントが経

営陣から独立しているか否か
c.報酬コンサルタントと組織との間に存在するその他の関係

コーポレート・
ガバナンス報告
書（P.8）

102-37 報酬に関する
ステークホルダーの関与

a.報酬に関するステークホルダーの意見をどのように求め、また考慮しているか
b.考慮している場合、報酬方針や提案への投票結果 -

102-38 年間報酬総額の比率 a.�組織の重要事業所があるそれぞれの国の最高給与所得者における年間報酬総額の、同じ
国の全従業員における年間報酬額の中央値（最高給与所得者を除く）に対する比率 -

102-39 年間報酬総額比率の増加率
a.�組織の重要事業所があるそれぞれの国の最高給与所得者における年間報酬総額の増加率

の、同じ国の全従業員における年間報酬総額の中央値（最高給与所得者を除く）の増加率
に対する比率

-

5.ステークホルダー・エンゲージメント

102-40 ステークホルダー・グループの
リスト a.組織がエンゲージメントしたステークホルダー・グループのリスト 39

102-41 団体交渉協定 a.団体交渉協定の対象となる全従業員の割合 -

102-42 ステークホルダーの特定および
選定 a.組織がエンゲージメントを行うステークホルダーを特定および選定する基準 -

102-43 ステークホルダー・エンゲージ 
メントへのアプローチ方法

a.�組織のステークホルダー・エンゲージメントへのアプローチ方法。種類別、ステークホル
ダー・グループ別のエンゲージメントの頻度を含む。また、特に報告書作成プロセスの一
環として行ったエンゲージメントか否かを示す

38

102-44 提起された重要な項目および懸念
a.�ステークホルダー・エンゲージメントにより提起された重要な項目および懸念。次の事

項を含む
ⅰ.組織が重要な項目および懸念にどう対応したか（報告を行って対応したものを含む）
ⅱ.重要な項目および懸念を提起したステークホルダー・グループ

-

6.報告実務

102-45 連結財務諸表の対象になっている
事業体

a.組織の連結財務諸表または同等文書の対象になっているすべての事業体のリスト
b.�組織の連結財務諸表または同等文書の対象になっている事業体のいずれかが報告書の記

載から外れているか否か

2-3、有価証 券
報 告 書（ 第109
期）：事業の内
容、関係会社の
状況

102-46 報告書の内容および項目の該当範
囲の確定

a.報告書の内容および項目の該当範囲を確定するためのプロセスの説明
b.組織が報告書の内容を確定する際、報告原則をどのように適用したかについての説明 38

102-47 マテリアルな項目のリスト a.報告書の内容を確定するプロセスで特定したマテリアルな項目のリスト -

102-48 情報の再記述 a.過去の報告書で提供した情報を修正再記述する場合、再記述の影響および理由 -

102-49 報告における変更 a.マテリアルな項目および項目の該当範囲について、過去の報告期間からの重大な変更 該当なし

102-50 報告期間 a.提供情報の報告期間 138

102-51 前回発行した報告書の日付 a.前回発行した報告書の日付（該当する場合） 138

102-52 報告サイクル a.報告サイクル 138

102-53 報告書に関する質問の窓口 a.報告書またはその内容に関する質問の窓口 138

102-54 GRIスタンダードに準拠した報告
であることの主張

a.�組織がGRIスタンダードに準拠し、次のいずれかの選択肢を選んで報告書を作成したこ
とを表す主張
ⅰ.�「この報告書は、GRIスタンダードの中核（Core）オプションに準拠して作成されてい 

  る。」
ⅱ.�「この報告書は、GRIスタンダードの包括（Comprehensive）オプションに準拠して作 

  成されている。」

138、本表
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102-55 内容索引

a.�GRIの内容索引（使用した各スタンダードを明記し、報告書に記載したすべての開示事項
を一覧表示する）

b.内容索引には、各開示事項について次の情報を含める
ⅰ.開示事項の番号（GRIスタンダードに従って開示した項目について）
ⅱ.�報告書またはその他の公開資料の中で、該当の情報が記載されているページ番号また

はURL
ⅲ.�要求される開示事項の省略が認められていて、開示できない場合の省略の理由（該当す

る場合）

本表

102-56 外部保証

a.報告書の外部保証に関する組織の方針および現在の実務慣行の説明
b.報告書が外部保証を受けている場合、

ⅰ.�外部保証報告書、表明、意見に言及する。外部保証によって保証されている事項、保証さ
れていない事項、その根拠（サステナビリティ報告書に添付する保証報告書に記載がな
い場合）。これには保証基準、保証レベル、保証プロセスに存在する制約事項も含める

ⅱ.組織と保証提供者の関係
ⅲ.�最高ガバナンス機関または役員が、組織のサステナビリティ報告書の保証に関わって

いるか否か、どのように関わっているか

-

GRI103:マネジメント手法 2016
項目 掲載ページ

GRI103:マネジメント手法

103-1 マテリアルな項目と
その該当範囲の説明

a.その項目がマテリアルである理由の説明
b.マテリアルな項目の該当範囲。次の記述を含む

ⅰ.どこでインパクトが生じるのか
ⅱ.�組織のインパクトへの関与。例えば、組織のインパクトへの関与は直接的か間接的か、

または組織のビジネス関係を通じてインパクトに関連したかどうか
c.該当範囲に関する具体的な制約事項

12-39，42

103-2 マネジメント手法とその要素

a.組織がその項目をどのようにマネジメントしているかについての説明
b.マネジメント手法の目的に関する表明
c.マネジメント手法に次の要素が含まれている場合、各要素についての説明

ⅰ.方針
ⅱ.コミットメント
ⅲ.目標およびターゲット
ⅳ.責任
ⅴ.経営資源
ⅵ.苦情処理メカニズム
ⅶ.具体的な措置（プロセス、プロジェクト、プログラム、イニシアティブなど）

12-39，71

103-3 マネジメント手法の評価
a.組織によるマネジメント手法の評価方法。次の事項を含む

ⅰ.マネジメント手法の有効性を評価する仕組み
ⅱ.マネジメント手法の評価結果
ⅲ.マネジメント手法に関して行った調整

12-39

GRI200:経済 2016
項目 掲載ページ

GRI201:経済パフォーマンス

201-1 創出、分配した直接的経済価値

a.�創出、分配した直接的経済価値（発生主義ベースによる）。これには、組織のグローバルに
おける事業について、次に一覧表示する基本要素を含める。データを現金主義で表示する
場合は、その判断理由を次の基本要素に加えて報告する
ⅰ.創出した直接的経済価値：収益
ⅱ.�分配した経済価値：事業コスト、従業員給与と諸手当、資本提供者への支払い、政府へ

の支払い（国別）、コミュニティ投資
ⅲ.�留保している経済価値：「創出した直接的経済価値」から「分配した経済価値」を引いた

もの
b.�影響が著しいものについて、創出・分配経済価値を国、地域、市場レベルに分けて報告す

る。また「著しい」と判断する基準も報告する

2-3，76
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201-2 気候変動による財務上の影響、
その他のリスクと機会

a.�気候変動に起因してもたらされるリスクや機会で、事業、収益、費用に実質的な変動が生
じる可能性のあるもの。次の事項を含む
ⅰ.リスクと機会の記述。リスクと機会を物理的、規制関連、その他に分類
ⅱ.リスクと機会に関連するインパクトの記述
ⅲ.措置を行う前から想定されるリスクと機会の財務上の影響
ⅳ.リスクと機会をマネジメントするために用いた手法
ⅴ.リスクと機会をマネジメントするために行った措置のコスト

69，76

201-3 確定給付型年金制度の負担、その
他の退職金制度

a.組織の一般財源で当該制度の債務をまかなっている場合、その債務の推定額
b.年金制度の債務を支払うために別の基金を持っている場合、次の事項

ⅰ.年金制度の債務額のうち別途積み立て資産でカバーされる割合の推定値
ⅱ.当該推定値の計算基礎
ⅲ.推定値の計算時期

c.�年金制度の債務を支払うために設けられた基金が不足している場合、雇用者が完全補償
実現に向けて実施している戦略があればそれを説明する。また雇用者が完全補償実現の目
標時期を設定している場合は、それについて説明する

d.従業員、雇用者による拠出額が給与に占める割合
e.�退職金積立制度への参加レベル（義務的参加か任意制度か、地域的制度か国の制度か、経

済的インパクトがあるものか、など）

有価証券報告書
（第109期）：連
結財務諸表等

201-4 政府から受けた資金援助

a.組織が報告期間中に各国政府から受け取った資金援助の総額。次の事項を含む
ⅰ.減税および税額控除
ⅱ.補助金
ⅲ.投資奨励金、研究開発助成金、その他関連助成金
ⅳ.賞金
ⅴ.特許権等使用料免除期間
ⅵ.輸出信用機関（ECA）からの資金援助
ⅶ.金銭的インセンティブ
ⅷ.その他、政府から受け取った、または受け取る予定の財務利益

b.201-4-aの情報の国別内訳
c.組織の株式保有構成における政府出資の有無、出資割合

-

GRI202:地域経済での存在感

202-1 地域最低賃金に対する標準新人給
与の比率（男女別）

a.�従業員の相当部分が最低賃金を条件に報酬を受けている場合、その最低賃金に対する重
要事業拠点新人給与の比率（男女別）を報告する

b.�組織の活動に携わるその他の労働者（従業員を除く）の相当部分が最低賃金を条件に報酬
を受けている場合、最低賃金を上回る賃金が支払われていることを確認するためにどの
ような措置を取っているかを記述する

c.�重要事業拠点を置く地域に地域最低賃金が存在するか否か、それが変動するものか否か
（男女別）。参照すべき最低賃金が複数ある場合は、どの最低賃金を使用したかを報告する

d.「重要事業拠点」の定義

-

202-2 地域コミュニティから採用した上
級管理職の割合

a.重要事業拠点で地域コミュニティから採用した上級管理職の割合
b.「上級管理職」の定義
c.組織の「地域・地元」の地理的定義
d.「重要事業拠点」の定義

-

GRI203:間接的な経済的インパクト

203-1 インフラ投資および支援サービス

a.重要なインフラ投資や支援サービスを展開した範囲
b.�コミュニティや地域経済に与えているインパクト、または与えると思われるインパクト。

プラスとマイナス双方を含む（該当する場合）
c.�当該投資・サービスが商業目的のものか、現物支給するものか、無償で実施するものかを

報告する

-

203-2 著しい間接的な経済的インパクト
a.組織が与える著しい間接的な経済的インパクト（プラスおよびマイナス）と特定された事例
b.�外部のベンチマークおよびステークホルダーの優先事項（国内および国際的な基準、協

定、政策課題など）を考慮した場合の間接的な経済的インパクトの「著しさ」
-

GRI204:調達慣行

204-1 地元サプライヤーへの支出の割合
a.�重要事業拠点で使用する調達予算のうち、当該事業所の地元にあるサプライヤーへの支

出割合（地元で調達した商品やサービスの割合など）。
b.組織の「地域・地元」の地理的定義
c.「重要事業拠点」の定義

-

GRI205:腐敗防止

205-1 腐敗に関するリスク評価を行って
いる事業所

a.腐敗に関するリスク評価の対象とした事業所の総数と割合
b.リスク評価により特定した腐敗関連の著しいリスク -
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205-2 腐敗防止の方針や手順に関する
コミュニケーションと研修

a.�ガバナンス機関メンバーのうち、腐敗防止に関する組織の方針や手順の伝達対象となっ
た者の総数と割合（地域別に）

b.�従業員のうち、腐敗防止に関する組織の方針や手順の伝達対象となった者の総数と割合
（従業員区分別、地域別に）

c.�ビジネスパートナーのうち、腐敗防止に関する組織の方針や手順について伝達対象となっ
た者の総数と割合（ビジネスパートナー種類別、地域別に）。腐敗防止に関する組織の方針
や手順が、その他の個人または組織に伝達されているかどうかを記述する

d.ガバナンス機関メンバーのうち、腐敗防止に関する研修を受講した者の総数と割合（地域別に）
e.従業員のうち、腐敗防止に関する研修を受講した者の総数と割合（従業員区分別、地域別に）

-

205-3 確定した腐敗事例と実施した措置

a.確定した腐敗事例の総数と性質
b.確定した腐敗事例のうち、腐敗を理由に従業員を解雇または懲戒処分したものの総数
c.�確定した腐敗事例のうち、腐敗関連の契約違反を理由にビジネスパートナーと契約破棄

または更新拒否を行ったものの総数
d.�報告期間中に組織または組織の従業員に対して腐敗に関連した訴訟が提起されている場

合、その事例と結果

-

GRI206:反競争的行為

206-1 反競争的行為、反トラスト、独占的
慣行により受けた法的措置

a.�組織の関与が明らかとなった反競争的行為、反トラスト法違反、独占禁止法違反により、
報告期間中に法的措置を受けた事例（終結しているもの、していないもの）の件数

b.法的措置が終結したものについては、結果（決定や判決を含む）の主要点
該当なし

GRI300:環境
項目 掲載ページ

GRI301:原材料 2016

301-1 使用原材料の重量または体積
a.�組織が報告期間中に主要製品やサービスの生産、梱包に使用した原材料の重量または体

積の総計。次の分類による
ⅰ.使用した再生不能原材料
ⅱ.使用した再生可能原材料

75，77

301-2 使用したリサイクル材料 a.組織の主要製品やサービスの生産に使用したリサイクル材料の割合 77

301-3 再生利用された製品と梱包材 a.再生利用された製品と梱包材の割合。製品区分別に
b.本開示事項のデータ収集方法 -

GRI302:エネルギー 2016

302-1 組織内のエネルギー消費量

a.�組織内における非再生可能エネルギー源に由来する総燃料消費量（ジュールまたはその
倍数単位（メガ、ギガなど）による）。使用した燃料の種類も記載する

b.�組織内における再生可能エネルギー源に由来する総燃料消費量（ジュールまたはその倍
数単位による）。使用した燃料の種類も記載する

c.次の総量（ジュール、ワット時、またはその倍数単位による）
ⅰ.電力消費量
ⅱ.暖房消費量
ⅲ.冷房消費量
ⅳ.蒸気消費量

d.次の総量（ジュール、ワット時、またはその倍数単位による）
ⅰ.販売した電力
ⅱ.販売した暖房
ⅲ.販売した冷房
ⅳ.販売した蒸気

e.組織内のエネルギー総消費量（ジュールまたはその倍数単位による）
f.使用した基準、方法、前提条件、計算ツール
g.使用した変換係数の情報源

59-61，77，
122

302-2 組織外のエネルギー消費量
a.組織外のエネルギー消費量（ジュールまたはその倍数単位（メガ、ギガなど）による）
b.使用した基準、方法、前提条件、計算ツール
c.使用した変換係数の情報源

77

302-3 エネルギー原単位

a.組織のエネルギー原単位
b.原単位計算のため組織が分母として選択した指標
c.原単位に含まれるエネルギーの種類（燃料、電力、暖房、冷房、蒸気、またはこのすべて）
d.�原単位計算に使用したのは、組織内のエネルギー消費量、組織外のエネルギー消費量、も

しくはこの両方か

-
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302-4 エネルギー消費量の削減

a.�エネルギーの節約および効率化の取り組みによる直接的な結果として削減されたエネル
ギー消費量（ジュールまたはその倍数単位（メガ、ギガなど）による）

b.削減されたエネルギーの種類（燃料、電力、暖房、冷房、蒸気、またはこのすべて）
c.�削減されたエネルギー消費量の計算に使用した基準（基準年、基準値など）と、その基準選

定の理論的根拠
d.使用した基準、方法、前提条件、計算ツール

59-61，75

302-5 製品およびサービスのエネルギー
必要量の削減

a.�販売する製品およびサービスが必要とするエネルギーの報告期間中におけるエネルギー
削減量（ジュールまたはその倍数単位（メガ、ギガなど）による）

b.�エネルギー消費削減量の計算に使用した基準（基準年、基準値など）、および基準選定の理
論的根拠

c.使用した基準、方法、前提条件、計算ツール

-

GRI303:水および排水 2018

303-1 共有資源である水との関わり

a.�取水、消費、排水の方法と場所および事業上、組織の活動、製品、サービスに直接関係する
または寄与する水関連の影響を含め、組織がどのように水と関わっているかの説明（流出
による影響など）

b.評価範囲、期間、方法を含め、水関連の影響を特定するためのアプローチの説明
c.�水を共有資源として管理するための組織とステークホルダーとの協働および重要な水関

連の影響に対するサプライヤーや取引先との関与を含め、どのように水関連の影響に対応
しているのかの説明

d.�組織のマネジメントアプローチの一部である水関連の目標を設定するプロセス、目標と
公共政策および水ストレスを抱える各地域との関係についての説明

62，75

303-2 排水による影響の管理

a.以下の事項を含め、排水の質に関する最低基準およびその決定方法の説明
ｉ.排水に関する要件がない地域で操業する設備に対する基準の決定方法
ⅱ.社内で制定した基準またはガイドライン
ⅲ.考慮している業界特有の基準
ⅳ.水域のプロファイルを考慮しているかどうか

-

303-3 取水

a.全ての地域からの総取水量（100万リットル単位）。該当する場合、以下の水源別に記載
ｉ.地表水
ⅱ.地下水
ⅲ.海水
ⅳ.生産水
ⅴ.第三者からの水

b.�水ストレスを抱えている全ての地域からの総取水量（100万リットル単位）。該当する場
合、以下の項目別に記載
ⅰ.地表水
ⅱ.地下水
ⅲ.海水
ⅳ.油汚濁水/加工等の工程で使用する水（Produced water）
ⅴ.第三者からの水。iからivの取水源別に記載

c.�303-3-aと303-3-bで開示した各水源からの総取水量を以下の分類別に記載（100万
リットル単位）
ⅰ.淡水(完全溶解固体物質が1,000 mg/L以下)
ⅱ.その他の水（完全溶解固体物質が1,000 mg/Lを超える）

d.基準、方法論、前提など、データ収集の方法を理解するために必要な関連情報

75，77

303-4 排水

a.全ての地域への総排水量（100万リットル単位）。該当する場合、以下の排水先別に記載
ⅰ.地表水
ⅱ.地下水
ⅲ.海水
ⅳ.第三者への水。該当する場合、他の組織による水利用のための排水量

b.全ての地域への総排水量を以下の分類別に記載（100万リットル単位）
ⅰ.淡水
ⅱ.その他の水

c.水ストレスを抱える全ての地域への総排水量を以下の分類別に記載（100万リットル単位）
ⅰ.淡水
ⅱ.その他の水

d.以下を含め、排水を処理する必要がある優先環境負荷物質
ⅰ.優先環境負荷物質を定義した方法および使用した国際基準、公的なリスト、基準
ⅱ.優先環境負荷物質に対する排水制限を設定するためのアプローチ
ⅲ.排水制限への不順守の回数

e.基準、方法論、前提など、データ収集の方法を理解するために必要な関連情報

75

303-5 水消費

a.全ての地域からの総水消費量（100万リットル単位）
b.水ストレスを抱える全ての地域からの総水消費量（100万リットル単位）
c.貯水に対する重要な水関連の影響を特定している場合、貯水量の変化（100万リットル単位）
d.�情報が計算、見積もり、作成されているのか、または直接測定したものを利用しているの

か、また、業界特有の係数の使用などのアプローチも含め、基準、方法論、前提など、デー
タ収集の方法を理解するために必要な関連情報

77
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GRI304:生物多様性 2016

304-1
保護地域および保護地域ではない
が生物多様性価値の高い地域、
もしくはそれらの隣接地域に
所有、賃借、管理している事業サイト

a.�保護地域および保護地域ではないが生物多様性価値の高い地域、もしくはそれらの隣接
地域に所有、賃借、管理している事業サイトに関する次の情報
ⅰ.所在地
ⅱ.組織が所有、賃借、管理する可能性のある地表下および地下の土地
ⅲ.�保護地域（保護地域内部、隣接地域、または保護地域の一部を含む地域）または保護地

域ではないが生物多様性価値の高い地域との位置関係
ⅳ.事業形態（事務所、製造・生産、採掘）
ⅴ.事業敷地の面積（km²で表記。適切な場合は他の単位も可）
ⅵ.�該当する保護地域および保護地域ではないが生物多様性価値の高い地域の特徴（陸上、

淡水域、あるいは海洋）から見た生物多様性の価値
ⅶ.�保護地域登録されたリスト（IUCN保護地域管理カテゴリー、ラムサール条約、国内法

令など）の特徴から見た生物多様性の価値

-

304-2 活動、製品、サービスが生物多様性
に与える著しいインパクト

a.生物多様性に直接的、間接的に与える著しいインパクトの性質。次の事項を含む
ⅰ.生産工場、採掘坑、輸送インフラの建設または利用
ⅱ.汚染（生息地には本来存在しない物質の導入。点源、非点源由来のいずれも）
ⅲ.侵入生物種、害虫、病原菌の導入
ⅳ.種の減少
ⅴ.生息地の転換
ⅵ.�生態学的プロセスの変化（塩分濃度、地下水位変動など）で、自然増減の範囲を超える

もの
b.直接的、間接的、プラス、マイナスの著しい影響。次の事項を含む

ⅰ.インパクトを受ける生物種
ⅱ.インパクトを受ける地域の範囲
ⅲ.インパクトを受ける期間
ⅳ.インパクトの可逆性、不可逆性

66

304-3 生息地の保護・復元

a.�すべての保護もしくは復元された生息地の規模と所在地。外部の独立系専門家が、その復
元措置の成功を認定しているか否か

b.�組織の監督・実施により保護もしくは復元された場所と異なる生息地がある場合、保護
や復元を目的とする第三者機関とのパートナーシップの有無

c.各生息地の状況（報告期間終了時点における）
d.使用した基準、方法、前提条件

-

304-4
事業の影響を受ける地域に生息す
るIUCNレッドリストならびに国
内保全種リスト対象の生物種

a.�IUCNレッドリストならびに国内保全種リスト対象の生物種で、組織の事業の影響を受け
る地域に生息する種の総数。次の絶滅危惧レベル別に
ⅰ.絶滅危惧IA類（CR）
ⅱ.絶滅危惧IB類（EN）
ⅲ.絶滅危惧II類（VU）
ⅳ.準絶滅危惧（NT）
ⅴ.軽度懸念

-

GRI305:大気への排出 2016

305-1 直接的な温室効果ガス（GHG）排
出量（スコープ1）

a.直接的（スコープ1）GHG排出量の総計（CO₂換算値（t-CO₂）による）
b.計算に用いたガス（CO₂、CH₄、N₂O、HFC、PFC、SF₆、NF₃、またはそのすべて）
c.生物由来のCO₂排出量（CO₂換算値（t-CO₂）による）
d.計算の基準年（該当する場合、次の事項を含む）

ⅰ.その基準年を選択した理論的根拠
ⅱ.基準年における排出量
ⅲ.�排出量に著しい変化があったため基準年の排出量を再計算することになった場合は、

その経緯
e.使用した排出係数の情報源、使用した地球温暖化係数（GWP）、GWP情報源の出典
f.排出量に関して選択した連結アプローチ（株式持分、財務管理、もしくは経営管理）
g.使用した基準、方法、前提条件、計算ツール

57，75，77

305-2 間接的な温室効果ガス（GHG）排
出量（スコープ2）

a.ロケーション基準の間接的（スコープ2）GHG排出量の総計（CO₂換算値（t-CO₂）による）
b.�該当する場合、マーケット基準の間接的（スコープ2）GHG排出量の総計（CO₂換算値（t-

CO₂）による）
c.�データがある場合、総計計算に用いたガス（CO₂、CH₄、N₂O、HFC、PFC、SF₆、NF₃、または

そのすべて）
d.計算の基準年（該当する場合、次の事項を含む）

ⅰ.その基準年を選択した理論的根拠
ⅱ.基準年における排出量
ⅲ.排出量に著しい変化があったため基準年の排出量を再計算することになった場合は、
その経緯

e.使用した排出係数の情報源、使用した地球温暖化係数（GWP）、GWP情報源の出典
f.排出量に関して選択した連結アプローチ（株式持分、財務管理、経営管理）
g.使用した基準、方法、前提条件、計算ツール

57，75，77
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305-3 その他の間接的な温室効果ガス
（GHG）排出量（スコープ3）

a.その他の間接的（スコープ3）GHG排出量の総計（CO₂換算値（t-CO₂）による）
b.�データがある場合、総計計算に用いたガス（CO₂、CH₄、N₂O、HFC、PFC、SF₆、NF₃、また

はそのすべて）
c.生物由来のCO₂排出量（CO₂換算値（t-CO₂）による）
d.計算に用いたその他の間接的（スコープ3）GHG排出量の区分と活動
e.計算の基準年（該当する場合、次の事項を含む）

ⅰ.その基準年を選択した理論的根拠
ⅱ.基準年における排出量
ⅲ.�排出量に著しい変化があったため基準年の排出量を再計算することになった場合は、

その経緯
f.使用した排出係数の情報源、使用した地球温暖化係数（GWP）、GWP情報源の出典
g.使用した基準、方法、前提条件、計算ツール

57，75

305-4 温室効果ガス（GHG）排出原単位

a.組織のGHG排出原単位
b.原単位計算のため組織が分母として選択した指標
c.�原単位に含まれるGHG排出の種類。直接的（スコープ1）、間接的（スコープ2）、その他の

間接的（スコープ3）
d.計算に用いたガス（CO₂、CH₄、N₂O、HFC、PFC、SF₆、NF₃、またはそのすべて）

42，57，75

305-5 温室効果ガス（GHG）
排出量の削減

a.�排出量削減の取り組みによる直接的な結果として削減されたGHG排出量（CO₂換算値（t-
CO₂）による）

b.計算に用いたガス（CO₂、CH₄、N₂O、HFC、PFC、SF₆、NF₃、またはそのすべて）
c.基準年または基準値、およびそれを選択した理論的根拠
d.�GHG排出量が削減されたスコープ。直接的（スコープ1）、間接的（スコープ2）、その他の

間接的（スコープ3）のいずれか
e.使用した基準、方法、前提条件、計算ツール

43，75

305-6 オゾン層破壊物質（ODS）の
排出量

a.ODSの生産量、輸入量、輸出量（CFC-11（トリクロロフルオロメタン）換算値による）
b.計算に用いた物質
c.使用した排出係数の情報源
d.使用した基準、方法、前提条件、計算ツール

-

305-7
窒素酸化物（NOx）、
硫黄酸化物（SOx）、および
その他の重大な大気排出物

a.次の重大な大気排出物の量（キログラムまたはその倍数単位（トンなど）による）
ⅰ.NOx
ⅱ.SOx
ⅲ.残留性有機汚染物質（POP）
ⅳ.揮発性有機化合物（VOC）
ⅴ.有害大気汚染物質（HAP）
ⅵ.粒子状物質（PM）
ⅶ.この他、関連規制で定めている標準的大気排出区分

b.使用した排出係数の情報源
c.使用した基準、方法、前提条件、計算ツール

75，77

GRI306:排水および廃棄物 2016

306-1 排水の水質および排出先

a.想定内および想定外の排水量（次の事項による）
ⅰ.排出先
ⅱ.水質（処理方法を含む）
ⅲ.他の組織による水の再利用の有無

b.使用した基準、方法、前提条件

-

306-2 種類別および処分方法別の廃棄物

a.有害廃棄物の総重量（次の処分方法を用いている場合には、この処分方法別に内訳を提示）
ⅰ.リユース
ⅱ.リサイクル
ⅲ.堆肥化
ⅳ.回収（エネルギー回収を含む）
ⅴ.焼却（大量燃焼）
ⅵ.深井戸注入
ⅶ.埋め立て
ⅷ.現場保管
ⅸ.その他（詳細を記述）

b.非有害廃棄物の総重量（次の処分方法を用いている場合には、この処分方法別に内訳を提示）
ⅰ.リユース
ⅱ.リサイクル
ⅲ.堆肥化
ⅳ.回収（エネルギー回収を含む）
ⅴ.焼却（大量燃焼）
ⅵ.深井戸注入
ⅶ.埋め立て
ⅷ.現場保管
ⅸ.その他（詳細を記述）

c.廃棄物処分方法の判定方法
ⅰ.自ら処分している場合または直接確認した場合
ⅱ.廃棄物処分請負業者から提供された情報による場合
ⅲ.廃棄物処分請負業者からの報告がない場合

75，77

項目 掲載ページ

会社情報
SDGsと

日野の戦略・
取り組み

HINO
基本理念 トピックトップ

メッセージ
CSR

マネジメント
サステナブルな
社会の実現に

向けて

ESGの取り組み

環境 社会 企業統治 ESGデータ集・その他

日野の
環境経営

目次目次 131131

HINO サステナビリティレポート 2021

HINO SUSTAINABILITY HINO SUSTAINABILITY 
REPORT 2021REPORT 2021

ESGデータ集　　GRIスタンダード内容索引　　ISO26000対照表　　編集方針



306-3 重大な漏出

a.記録した重大な漏出の総件数と総漏出量
b.組織の財務報告書で報告している漏出のそれぞれにつき、次の追加情報

ⅰ.漏出場所
ⅱ.漏出量
ⅲ.�次の分類による漏出物。油漏出物（土壌または水面）、燃料漏出物（土壌または水面）、廃

棄物の漏出（土壌または水面）、化学物質の漏出（多くは土壌または水面）、その他（詳細
を記述）

c.重大な漏出のインパクト

該当なし

306-4 有害廃棄物の輸送

a.次の各事項の総重量
ⅰ.輸送された有害廃棄物
ⅱ.輸入された有害廃棄物
ⅲ.輸出された有害廃棄物
ⅳ.処理された有害廃棄物

b.国際輸送された有害廃棄物の割合
c.使用した基準、方法、前提条件

-

306-5 排水や表面流水によって影響を受
ける水域

a.�排水や表面流水による著しい影響を受ける水域および関連生息地。次の事項に関する情
報を付記すること
ⅰ.水域および関連生息地の規模
ⅱ.その水域および関連生息地が、国内または国際的に保護地域に指定されているか否か
ⅲ.生物多様性価値（保護種の数など）

-

GRI307:環境コンプライアンス 2016

307-1 環境法規制の違反

a.�環境法規制の違反により組織が受けた重大な罰金および罰金以外の制裁措置。次の事項
に関して
ⅰ.重大な罰金の総額
ⅱ.罰金以外の制裁措置の総件数
ⅲ.紛争解決メカニズムに提起された事案

b.組織による法規制への違反が無い場合は、その旨を簡潔に述べる

-

GRI308:サプライヤーの環境面のアセスメント 2016

308-1 環境基準により選定した
新規サプライヤー a.環境基準により選定した新規サプライヤーの割合 -

308-2
サプライチェーンにおける
マイナスの環境インパクトと
実施した措置

a.環境インパクト評価の対象としたサプライヤーの数
b.著しいマイナスの環境インパクト（顕在的、潜在的）があると特定されたサプライヤーの数
c.サプライチェーンで特定した著しいマイナスの環境インパクト（顕在的、潜在的）
d.�著しいマイナスの環境インパクト（顕在的、潜在的）があると特定されたサプライヤーの

うち、評価の結果、改善の実施に同意したサプライヤーの割合
e.�著しいマイナスの環境インパクト（顕在的、潜在的）があると特定されたサプライヤーの

うち、評価の結果、関係を解消したサプライヤーの割合およびその理由

-

GRI400:社会
項目 掲載ページ

GRI401:雇用 2016
401-1 従業員の新規雇用と離職 a.報告期間中における従業員の新規雇用の総数と比率（年齢層、性別、地域による内訳）

b.報告期間中における従業員の離職の総数と比率（年齢層、性別、地域による内訳） 98，122

401-2 正社員には支給され、
非正規社員には支給されない手当

a.�組織の正社員には標準支給されるが、非正規社員には支給されない手当（重要事業拠点
別）。これらの手当には、少なくとも次のものを含める
ⅰ.生命保険
ⅱ.医療
ⅲ.身体障がいおよび病気補償
ⅳ.育児休暇
ⅴ.定年退職金
ⅵ.持ち株制度
ⅶ.その他

b.「重要事業拠点」の定義

-

401-3 育児休暇

a.育児休暇を取得する権利を有していた従業員の総数（男女別）
b.育児休暇を取得した従業員の総数（男女別）
c.報告期間中に育児休暇から復職した従業員の総数（男女別）
d.育児休暇から復職した後、12ヶ月経過時点で在籍している従業員の総数（男女別）
e.育児休暇後の従業員の復職率および定着率（男女別）

99，122
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GRI402:労使関係 2016

402-1 事業上の変更に関する
最低通知期間

a.�従業員に著しい影響を及ぼす可能性がある事業上の重大な変更を実施する場合、従業員
および従業員代表に対して、通常、最低何週間前までに通知を行っているか

b.�団体交渉協定のある組織の場合、通知期間や協議・交渉に関する条項が労働協約に明記
されているか否か

-

GRI403:労働安全衛生 2018

403-1 労働安全衛生管理体制

a.以下を含め、労働安全衛生管理体制が実施されているかの声明
ⅰ.法的要件としてその体制が実施されている場合、要件の一覧
ⅱ.�リスク管理または管理体制に関する公認の基準／ガイドラインに基づいて、その体制

が実施されている場合、基準／ガイドラインの一覧
b.�労働安全衛生管理体制が対象とする従業員、活動、職場の範囲の説明。対象とならない従

業員、活動、職場がある場合、その理由の説明

83

403-2 危険の特定、リスク評価、事故調査

a.�以下を含む、業務に関する危険の特定、常態または非常態的なリスクの評価、危険の排除
とリスクの最小化を目的とした管理体制の適用で用いたプロセスの説明
ⅰ.担当者の能力も含め、これらのプロセスの質を組織がどのように確保するか
ⅱ.�労働安全衛生管理体制の評価および継続的な改善のために、これらのプロセスの結果

がどのように使われるか
b.�業務に関する危険および危険な状況を従業員が報告するプロセスの説明。制裁措置に対

して従業員を保護する方法の説明
c.�怪我や健康問題を被ると認識した職場から従業員が逃れるための方針やプロセスの説明。

制裁措置に対して従業員を保護する方法の説明
d.�危険の特定および事故関連リスクの評価を含めた業務関連事故の調査、管理体制を用い

た是正措置の決定、労働安全衛生管理体制に必要とされる改善措置の決定に使われるプ
ロセスの説明

83

403-3 労働安全衛生対策 a.�危険の特定と排除、リスクの最小化に寄与する労働安全衛生対策機能の説明。これらの
サービスの質を確保し、従業員がそのサービスを利用することを促進する方法の説明 83-84

403-4 労働安全衛生に対する従業員の
参加、相談、コミュニケーション

a.�労働安全衛生管理体制の開発、実践、評価への従業員の参加および相談、労働安全衛生に関
する情報の従業員による利用とそれに関するコミュニケーションの提供のためのプロセス
の説明

b.�従業員の安全衛生に対する正式な共同管理の委員会がどこに設置されているか。委員会の
責任、会議の頻度、意思決定の権限の説明。該当する場合、全ての従業員がそれらの委員会
に所属していない理由

84

403-5 労働安全衛生に関する従業員研修 a.�一般的な研修や業務に関する特定の危険、危険行為、危険な状況についての研修を含む、
従業員に提供されている労働安全衛生に関する研修の説明 84

403-6 従業員の健康促進

a.�業務外における医療および健康管理サービスの従業員による利用の促進方法の説明とそ
の範囲

b.�特定のリスクを含む主要な業務外の健康リスクに対処するために提供されている自主的
的な健康促進サービスおよびプログラムの説明。これらのサービスやプログラムの従業
員による利用の促進方法の説明

85

403-7 事業に直接関わる労働安全衛生へ
の影響の防止と緩和

a.�事業活動、製品、サービスに直接関わる労働安全衛生への重大な負の影響および関連の危
険やリスクを防止または緩和するためのアプローチの説明 83-84

403-8 労働安全衛生管理体制の
対象となる従業員

a.�法的要件や公認の基準／ガイドラインに基づいて組織が労働安全衛生管理体制を実施し
ている場合、以下の事項を記載する
ⅰ.�対象となる全従業員および従業員ではないが業務や職場が組織によって管理されてい

る労働者の数と比率
ⅱ.�内部監査体制の対象となる全従業員および、従業員ではないが業務や職場が組織に

よって管理されている労働者の数と比率
ⅲ.�外部団体によって監査または認証されている体制の対象となる全従業員および、従業

員ではないが業務や職場が組織によって管理されている労働者の数と比率
b.該当する場合、対象外の労働者の種類も含め、一定の労働者が開示から除外されている理由
c.基準、方法論、前提など、データ収集の方法を理解するために必要な関連情報

83
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403-9 労働災害

a.全従業員の以下の情報
ⅰ.労災による死亡者数の数と比率
ⅱ.大被害労災の数と比率（死亡者を除く）
ⅲ.記録可能な労災の数と比率
ⅳ.労災の主な種類
ⅴ.労働時間 

b.従業員ではないが業務や職場が組織によって管理されている労働者の以下の情報
ⅰ.労災による死亡者数の数と比率
ⅱ.大被害労災の数と比率（死亡者を除く）
ⅲ.記録可能な労災の数と比率
ⅳ.労災の主な種類
ⅴ.労働時間 

c.以下を含む、大被害労災のリスクを引き起こす業務に関する危険
ⅰ.これらの危険を決定する方法
ⅱ.報告期間中、大被害労災を引き起こす危険
ⅲ.管理体制を用いたこれらの危険の排除およびリスクの最小化のための活動

d.管理体制を用いたその他の業務に関わる危険の排除およびリスクの最小化のための活動
e.200,000または1,000,000労働時間に基づいて、比率が計算されているかどうか
f.該当する場合、対象外の労働者の種類も含め、一定の労働者が開示から除外されている理由
g.基準、方法論、前提など、データ収集の方法を理解するために必要な関連情報

84

403-10 業務に関する健康問題

a.全従業員
ⅰ.業務に関する健康問題による死亡者数の数
ⅱ.記録可能な業務に関する健康問題事例の数
ⅲ.業務に関する健康問題の主な種類

b.従業員ではないが業務や職場が組織によって管理されている労働者
ⅰ.業務に関する健康問題による死亡者数の数
ⅱ.記録可能な業務に関する健康問題事例の数
ⅲ.業務に関する健康問題の主な種類

c.以下を含む、健康問題のリスクを引き起こす業務に関する危険
ⅰ.これらの危険を決定する方法
ⅱ.報告期間中、健康問題事例を引き起こす危険
ⅲ.管理体制を用いたこれらの危険の排除およびリスクの最小化のための活動

d.該当する場合、対象外の労働者の種類も含め、一定の労働者が開示から除外されている理由
g.基準、方法論、前提など、データ収集の方法を理解するために必要な関連情報

85-88

GRI404:研修と教育 2016

404-1 従業員一人あたりの
年間平均研修時間

a.報告期間中に、組織の従業員が受講した研修の平均時間（次の内訳による）
ⅰ.性別
ⅱ.従業員区分

-

404-2 従業員スキル向上プログラム
および移行支援プログラム

a.従業員のスキル向上のために実施したプログラムの種類、対象と、提供した支援
b.�雇用適性の維持を促進するために提供した移行支援プログラムと、定年退職や雇用終了

に伴うキャリア終了マネジメント
90，95-96

404-3
業績とキャリア開発に関して
定期的なレビューを受けている
従業員の割合

a.�報告期間中に、業績とキャリア開発に関して定期的なレビューを受けている従業員の割
合（男女別、従業員区分別に） -

GRI405:ダイバーシティと機会均等 2016

405-1 ガバナンス機関および従業員の
ダイバーシティ

a.組織のガバナンス機関に属する個人で、次のダイバーシティ区分に該当する者の割合
ⅰ.性別
ⅱ.年齢層：30歳未満、30歳～ 50歳、50歳超
ⅲ.該当する場合には、その他のダイバーシティ指標（例えばマイノリティ、社会的弱者など）

b.次のダイバーシティ区分の従業員区分別の従業員の割合
ⅰ.性別
ⅱ.年齢層：30歳未満、30歳～ 50歳、50歳超
ⅲ.該当する場合には、その他のダイバーシティ指標（例えばマイノリティ、社会的弱者など）

106

405-2 基本給と報酬総額の男女比
a.�女性の基本給と報酬総額の、男性の基本給と報酬総額に対する比率（従業員区分別、重要事

業拠点別に）
b.「重要事業拠点」の定義

-

GRI406:非差別 2016

406-1 差別事例と実施した救済措置

a.報告期間中に生じた差別事例の総件数
b.事例の状況と実施した措置。次の事項を含む

ⅰ.組織により確認された事例
ⅱ.実施中の救済計画
ⅲ.�実施済みの救済計画と、定期的な内部マネジメント・レビュー・プロセスにより確認

された結果
ⅳ.措置が不要となった事例

-
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GRI407:結社の自由と団体交渉 2016

407-1
結社の自由や団体交渉の権利がリ
スクにさらされる可能性のある事
業所およびサプライヤー

a.�労働者の結社の自由や団体交渉の権利行使が、侵害されたり著しいリスクにさらされる
可能性のある事業所およびサプライヤー。次の事項に関して
ⅰ.事業所（製造工場など）およびサプライヤーの種類
ⅱ.リスクが生じると考えられる事業所およびサプライヤーが存在する国または地域

b.結社の自由や団体交渉の権利行使を支援するため、組織が報告期間中に実施した対策

-

GRI408:児童労働 2016

408-1
児童労働事例に関して
著しいリスクがある
事業所およびサプライヤー

a.次の事例に関して著しいリスクがあると考えられる事業所およびサプライヤー
ⅰ.児童労働
ⅱ.年少労働者による危険有害労働への従事

b.�児童労働に関して著しいリスクがあると考えられる事業所およびサプライヤー（次の観
点による）
ⅰ.事業所（製造工場など）およびサプライヤーの種類
ⅱ.リスクが生じると考えられる事業所およびサプライヤーが存在する国または地域

c.児童労働の効果的な根絶のために報告期間中に組織が実施した対策

-

GRI409:強制労働 2016

409-1
強制労働事例に関して
著しいリスクがある
事業所およびサプライヤー

a.�強制労働に関して著しいリスクがあると考えられる事業所およびサプライヤー。次の事
項に関して
ⅰ.事業所（製造工場など）およびサプライヤーの種類
ⅱ.リスクが生じると考えられる事業所およびサプライヤーが存在する国または地域

b.あらゆる形態の強制労働を撲滅するために報告期間中に組織が実施した対策

-

GRI410:保安慣行 2016

410-1 人権方針や手順について
研修を受けた保安要員

a.�組織の人権方針や特定の手順およびその保安業務への適用について正式な研修を受けた
保安要員の割合

b.保安要員の提供を受けている第三者組織に対して同様の研修要件を適用しているか否か
-

GRI411:先住民族の権利 2016

411-1 先住民族の権利を侵害した事例

a.報告期間中に、先住民族の権利を侵害したと特定された事例の総件数
b.事例の状況と実施した措置（次の事項を含める）

ⅰ.組織により確認された事例
ⅱ.実施中の救済計画
ⅲ.�実施済みの救済計画と、定期的な内部マネジメント・レビュー・プロセスにより確認

された結果
ⅳ.措置が不要となった事例

-

GRI412:人権アセスメント 2016

412-1 人権レビューやインパクト評価の
対象とした事業所 a.人権レビューやインパクト評価の対象とした事業所の総数とその割合（国別に） -

412-2 人権方針や手順に関する
従業員研修

a.�人権方針や事業所に関わる人権側面に関する手順について、報告期間中に従業員研修を
実施した総時間数

b.�人権方針や事業所に関わる人権側面に関する手順について、報告期間中に従業員研修を
受けた従業員の割合

94

412-3
人権条項を含むもしくは
人権スクリーニングを受けた
重要な投資協定および契約

a.�人権条項を含むもしくは人権スクリーニングを受けた重要な投資協定および契約の総数
と割合

b.「重要な投資協定」の定義
-

GRI413:地域コミュニティ 2016

413-1
地域コミュニティとの
エンゲージメント、
インパクト評価、
開発プログラムを実施した事業所

a.�地域コミュニティとのエンゲージメント、インパクト評価、開発プログラムを実施（次の
ものなどを活用して）した事業所の割合
ⅰ.一般参加型アプローチに基づく社会インパクト評価（ジェンダーインパクト評価を含む）
ⅱ.環境インパクト評価および継続的モニタリング
ⅲ.環境および社会インパクト評価の結果の公開
ⅳ.地域コミュニティのニーズに基づく地域コミュニティ開発プログラム
ⅴ.ステークホルダー・マッピングに基づくステークホルダー・エンゲージメント計画
ⅵ.広範なコミュニティ協議委員会や社会的弱者層を包摂する各種プロセス
ⅶ.インパクトに対処するための労使協議会、労働安全衛生委員会、その他従業員代表機関
ⅷ.正式な地域コミュニティ苦情処理プロセス

-

413-2
地域コミュニティに著しい
マイナスのインパクト
（顕在的、潜在的）を及ぼす事業所

a.�地域コミュニティに対して著しいマイナスのインパクト（顕在的、潜在的）を及ぼす事業
所。次の事項を含む
ⅰ.事業所の所在地
ⅱ.事業所が及ぼす著しいマイナスのインパクト（顕在的、潜在的）

-
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GRI414:サプライヤーの社会面のアセスメント 2016

414-1 社会的基準により選定した新規サ
プライヤー a.社会的基準により選定した新規サプライヤーの割合 -

414-2
サプライチェーンにおける
マイナスの社会的インパクトと
実施した措置

a.社会的インパクト評価の対象としたサプライヤーの数
b.著しいマイナスの社会的インパクト（顕在的、潜在的）があると特定したサプライヤーの数
c.サプライチェーンで特定した著しいマイナスの社会的インパクト（顕在的、潜在的）
d.�著しいマイナスの社会的インパクト（顕在的、潜在的）があると特定されたサプライヤー

のうち、評価の結果、改善の実施に同意したサプライヤーの割合
e.�著しいマイナスの社会的インパクト（顕在的、潜在的）があると特定されたサプライヤー

のうち、評価の結果、関係を解消したサプライヤーの割合およびその理由

-

GRI415:公共政策 2016
415-1 政治献金 a.組織が直接、間接に行った政治献金および現物支給の総額（国別、受領者・受益者別）

b.現物支給を金銭的価値に推計した方法（該当する場合） -

GRI416:顧客の安全衛生 2016

416-1
製品およびサービスの
カテゴリーに対する
安全衛生インパクトの評価

a.�重要な製品およびサービスのカテゴリーのうち、安全衛生インパクトの評価を改善のた
めに行っているものの割合 79-82

416-2
製品およびサービスの
安全衛生インパクトに関する
違反事例

a.�報告期間中に、製品やサービスについて発生した安全衛生インパクトに関する規制およ
び自主的規範の違反事例の総件数。次の分類による
ⅰ.罰金または処罰の対象なった規制違反の事例
ⅱ.警告の対象となった規制違反の事例
ⅲ.自主的規範の違反事例

b.規制および自主的規範への違反が無い場合は、その旨を簡潔に述べる

該当なし

GRI417:マーケティングとラベリング 2016

417-1 製品およびサービスの情報と
ラベリングに関する要求事項

a.�製品およびサービスの情報とラベリングに関して、組織が定める手順において、次の各事
項の情報が求められているか否か
ⅰ.製品またはサービスの構成要素の調達
ⅱ.内容物（特に環境的、社会的インパクトを生じさせる可能性のあるもの）
ⅲ.製品またはサービスの利用上の安全性
ⅳ.製品の廃棄と、環境的、社会的インパクト
ⅴ.その他（詳しく説明のこと）

b.�重要な製品およびサービスのカテゴリーのうち、組織が定める手順の対象であり、手順の
遵守評価を行っているものの割合

-

417-2 製品およびサービスの情報と
ラベリングに関する違反事例

a.�製品およびサービスの情報とラベリングに関する規制および自主的規範の違反事例の総
件数。次の分類による
ⅰ.罰金または処罰の対象となった規制違反の事例
ⅱ.警告の対象となった規制違反の事例
ⅲ.自主的規範の違反事例

b.規制および自主的規範への違反が無い場合は、その旨を簡潔に述べる

該当なし

417-3 マーケティング・コミュニケー
ションに関する違反事例

a.�マーケティング・コミュニケーション（広告、宣伝、スポンサー業務など）に関する規制お
よび自主的規範の違反事例の総件数。次の分類による
ⅰ.罰金または処罰の対象となった規制違反の事例
ⅱ.警告の対象となった規制違反の事例
ⅲ.自主的規範の違反事例

b.規制および自主的規範への違反が無い場合は、その旨を簡潔に述べる

-

GRI418:顧客プライバシー 2016

418-1
顧客プライバシーの侵害および顧
客データの紛失に関して具体化し
た不服申立

a.顧客プライバシーの侵害に関して具体化した不服申立の総件数。次の分類による
ⅰ.外部の当事者から申立を受け、組織が認めたもの
ⅱ.規制当局による申立

b.顧客データの漏洩、窃盗、紛失の総件数
c.具体化した不服申立が無い場合は、その旨を簡潔に述べる

-

GRI419:社会経済面のコンプライアンス 2016

419-1 社会経済分野の法規制違反

a.�社会経済分野の法規制の違反により組織が受けた重大な罰金および罰金以外の制裁措
置。次の事項に関して
ⅰ.重大な罰金の総額
ⅱ.罰金以外の制裁措置の総件数
ⅲ.紛争解決メカニズムに提起された事案

b.組織による法規制への違反が無い場合は、その旨を簡潔に述べる
c.相当額以上の罰金および罰金以外の制裁措置を受けた経緯

該当なし  
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ISO 26000
の中核主題 課題 　 ページ
組織統治 1　組織統治 HINO基本理念 8-9

日野のCSR 38-39
コーポレート・ガバナンス 114-118
コンプライアンス･リスクマネジメント 119-121

人権 1　デューデリジェンス 人づくり・働き方   95-106
2　人権に関する危機的状況 サプライチェーン 108-109
3　加担の回避 コンプライアンス・リスクマネジメント 119-121
4　苦情解決
5　差別および社会的弱者
6　市民的および政治的権利
7　経済的、社会的および文化的権利
8　労働における基本的原則および権利

労働慣行 1　雇用および雇用関係 人づくり・働き方   95-106
2　労働条件および社会的保護
3　社会対話
4　労働における安全衛生
5　職場における人材育成および訓練

環境 1　汚染の予防 環境マネジメント 71-76
2　持続可能な資源の使用 マテリアルバランス 77
3　気候変動の緩和および気候変動への適応 新車CO₂ ゼロチャレンジ 50-52
4　環境保護、生物多様性および自然生息地の回復 ライフサイクルCO₂ ゼロチャレンジ 53-58

工場CO₂ ゼロチャレンジ 59-61
水環境インパクト 最小化チャレンジ 62
廃棄物 ゼロチャレンジ 63-65
生物多様性インパクト
最小化チャレンジ 66-68

公正な
事業慣行

1　汚職防止 サプライチェーン 108-109
2　責任ある政治的関与 コンプライアンス・リスクマネジメント 119-121
3　公正な競争
4　バリューチェーンにおける社会的責任の推進
5　財産権の尊重

消費者課題 1　�公正なマーケティング、事実に即した偏りのない情報および公
正な契約慣行 安全 79-84

2　消費者の安全衛生の保護 品質 89-93
3　持続可能な消費 サプライチェーン 108-109
4　消費者に対するサービス、支援、並びに苦情および紛争の解決 社会貢献活動 110-113
5　消費者データ保護およびプライバシー 新車CO₂ ゼロチャレンジ 50-52
6　必要不可欠なサービスへのアクセス ライフサイクルCO₂ ゼロチャレンジ 53-58
7　教育および意識向上 工場CO₂ ゼロチャレンジ 59-61

廃棄物 ゼロチャレンジ 63-65
コンプライアンス・リスクマネジメント 119-121

コミュニティ
への参画
および
コミュニティ
の発展

1　コミュニティへの参画 安全 79-84
2　教育および文化 健康 85-88
3　雇用創出および技能開発 社会貢献活動 110-113
4　技術の開発および技術へのアクセス
5　富および所得の創出
6　健康
7　社会的投資

ISO 26000の7つの中核主題および課題ごとに、当レポートに掲載している取り組み内容を整理しました。
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目的

本報告は、日野自動車のHINO基本理念の実現に向けた方針
と活動を誠実に開示することで、ステークホルダーの皆さまとの
コミュニケーションを図ることを目的としています。

報告内容

日野自動車の「人、そして物の移動を支え、豊かで住みよい世
界と未来に貢献する」という会社の使命を果たすための取り組
みを中心に、その取り組みを支える社内体制や社員育成、さら
に環境配慮についても報告しています。

発行形態

2009年以降、本報告は適時の情報開示への対応および省資
源・CO₂削減等環境保護などの観点からWEBサイトのみでの
公開をおこなってきましたが、2018年より年度ごとの報告の
アーカイブ化による情報の整理・積み上げを目的として、PDF
形式で発行しています。

更新頻度

報告は年次での更新を原則とします。

主な変更点

●�「日野環境チャレンジ2050」で掲げた環境負荷「ゼロ」への
チャレンジにおける2030年までの中間目標「日野環境マイ
ルストーン2030」を掲載しました。

●�東京2020パラリンピック競技大会における選手の移動サ
ポートの取り組み事例を紹介しています。

編集方針

対象範囲など 

● �対象範囲
　�日野自動車株式会社を中心に、国内・海外のグループ会社の

報告を含みます。

● 対象期間
　�2020年度（2020年4月1日～2021年3月31日）を基本と

して一部当該年度以外の内容も掲載しています。
　�なお、報告期間中に合併、業務縮小などにより報告内容にか

かわる大きな組織変更はありません。

● 発行時期
　2021年12月
　（前回：2020年12月／次回予定：2022年10月）

参考にしたガイドライン

● 「GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード2016/2018」
● 環境省「環境報告ガイドライン2018年版」
● ISO26000：社会的責任の手引き

作成部署・お問い合わせ先

本報告を契機としたステークホルダーの皆さまとの対話を通じ
て、持続可能な社会の実現に貢献していきたいと考えています。
皆さまからの率直なご意見をお待ちしています。

日野自動車株式会社
コーポレート戦略部
TEL. 042-586-5005
FAX. 042-586-5299 
E-mail: hml.csr@hino.co.jp
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第三者意見

2019年度に続いて、サステナビリティ経営の観点から
意見を述べます。報告書の全体構成については、「サステナ
ブルな社会の実現」を軸に編集され、各パートは読み応え
のある記事となっています。冒頭には小木曽社長の商用車
メーカーとしての使命感に基づく、時代の変革期を背景と
した明確なメッセージがあります。本文では気候変動への
対応を中心に戦略目標や実行計画、取組内容が分かりやす
く解説されています。

しかしながら、サステナビリティレポートとして、より
ストーリー性を高め、報告内容の調和感をもたせるために、
以下、3つの改善方策を提案いたします。

▶ サステナビリティにかかわる概念整理：
従来からの取組成果の積み上げの結果、サステ

ナブルな社会の実現にかかわるCSRマネジメント、
ESG、SDGsが並立して記載されています。つまり、
基本的な要素はほぼ共通しているにもかかわらず、
類似するフレームワークごとに記載され、重複感が
あります。

そこで、「日野環境チャレンジ2050」や中長期経
営計画「Challenge2025」を踏まえて、サステナ
ビリティ経営の体系を再構築されてはいかがでしょ
うか。「HINO基本理念」を踏まえて、既に確立して
いる環境側面と連携した社会とガバナンスの両側
面が焦点です。SDGsについては、貢献度を計測す
る実践的なKPI（重要業績評価指標）の策定が望まれ
ます。

▶ マテリアリティ（重要課題）の特定：
経営戦略的な観点から、サステナビリティ経営の

マテリアリティを特定する必要があります。つまり、
グローバル・バリューチェーンにおける社会的課題
と自社事業の関係付けの中から、重要かつ優先度の
高い課題を抽出することです。具体的には複数の社
会的課題の中から、ステークホルダーと自社事業の
双方から見て、重要課題を絞り込むことです。

なお、環境側面は「日野環境チャレンジ2050」で
確定しているので、「Challenge2025」を視野に入
れて、社会側面（人権・労働・雇用、事業慣行、消費
者課題、コミュニティ参画）とガバナンス側面（サス
テナビリティ推進の意思決定）を検討する必要があり
ます。

▶ グローバル・サステナビリティ経営の構築と報告：
前回も指摘したように、グローバルでのサステナ

ビリティ経営の体制整備が急務です。海外販売台数
は7割を超え、製造拠点もアジアを中心に海外に広
がっており、貴社は優れたグローバル企業です。し
かし、本報告書は国内の活動が中心であり、特に海
外拠点でも整備が進んでいる環境マネジメントシス
テム（EMS）の記載が不十分です。

参考になるのが、トヨタ自動車の「グローバル環境
マネジメントシステム（TOYOTA-EMS）」です。海外
製造拠点の環境担当者に対して指導を進めています。
これは、環境・社会リスク対応と言うこともできます。

サンメッセ株式会社
サンメッセ総合研究所 所長・首席研究員
株式会社ニッセイ基礎研究所
客員研究員

川村 雅彦 氏

Profile
1976年、九州大学大学院工学研究科修士課程修了。三井海洋開発（株）
を経て、（株）ニッセイ基礎研究所に入社、ESG研究室長を経て現職。専
門は環境経営、ＣＳＲ経営、統合思考・報告など。ＣＳＲ・ESG・SDGs
コンサルタントも兼ねる。著書に『カーボン・ディスクロージャー』『統合
報告の新潮流』『ＣＳＲ経営パーフェクトガイド』『統合思考とESG投資』

『統合思考経営（執筆中）』など。
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報告書の内容については、戦略目標とその実現に向けた
取組が丁寧に説明されています。その中で高く評価すべき
は、今年策定された「日野環境マイルストーン2030」に
よって、貴社の環境経営の体系化が完成したことです。つ
まり、2050年目標に対する2030年中間目標が明確にさ
れ、5年単位の「環境取り組みプラン」が組み込まれてい
ます。そこで、今後大事なことは、目標達成の進捗と課題
あるいは状況変化へのレジリエンスの報告だと思います。

商用車メーカーにとって最大の経営課題は、車両走行時
のCO2ゼロ排出を中心にライフサイクル全体でのカーボン
ニュートラルの実現です。次いで期待したいのが、2050
年目標の一つである「廃棄物ゼロ」です。これは単に下流
領域での3Rではなく、設計段階から「Car to Car」（地下
資源を回避する資源再利用）を追求するもので、近年話題
のサーキュラーエコノミーの推進にも大きく貢献できます。

以下、印象に残った記事について述べます。

■ 武藤光一独立社外取締役メッセージ ■
ご指摘は正鵠を射たものです。要約すると次

のとおりです。商用車は物流・人流システムを俯
瞰した全体最適のハード・ソフトの解を、先手を
打った形で提供すべきである。社外取締役の役割
はマネジメントとモニタリングの両面であり、リ
スク評価も重要である。そこで取締役会では大き
な視点をもった議論が必要である。

■ パラリンピックでの移動支援 ■
東京2020パラリンピックにおいて、選手・関

係者の安心・安全な移動を支えた活動で、優れた
企業プロボノと言えます。JOCが借り上げた大型

観光バス60台の車いすスペースを拡充するべく、
着脱容易な固定具を装着しました。選手の乗降時サ
ポートも行い、この取組で得た知見を今後の事業に
活かしていただきたいと思います。

■ 社員のダイバーシティ推進 ■
グローバル展開を背景に、様々な社員の多様性を

尊重する企業風土をめざした取組が紹介されてい
ます。外国人役員の選任、女性社員や外国人社員の
活躍支援、障がい者雇用、65歳定年延長など、社
内では共感をもって受け入れられているようです。

最後に、サステナブルな社会の実現に向け、グローバルな
サプライチェーンは元より物流インフラをも視野に入れた、
今後の日野自動車の更なる飛躍に期待します。

2.報告の内容について　　目標達成の進捗と課題を明確に
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https://www.hino.co.jp
（本社） 東京都日野市日野台3丁目1番地1　TEL. 042-586-5111（代表）
● 本報告に関するご意見・ご感想がございましたら、下記のメールアドレスまでお寄せください。
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